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このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、 予告なしに変更される こ とがあ り ます。 このマニュアルに記載されている表現、 情報、 お

よび推奨事項は、 すべて正確である と考えていますが、 明示的であれ黙示的であれ、 一切の保証の責任を負わないものと します。 このマニュアルに記載され

ている製品の使用は、 すべてユーザ側の責任にな り ます。

対象製品のソフ ト ウェア  ラ イセンスおよび限定保証は、 製品に添付された 『Information Packet』 に記載されています。 添付されていない場合には、 代理店に

ご連絡ください。

FCC ク ラス  A 準拠装置に関する記述 ： この装置はテス ト済みであ り、 FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス  A デジタル装置の制限に準拠している こ

とが確認済みです。 これらの制限は、 商業環境で装置を使用したと きに、 干渉を防止する適切な保護を規定しています。 この装置は、 無線周波エネルギーを

生成、 使用、 または放射する可能性があ り、 この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、 ラジオおよびテレビの受信障

害が起こ る こ とがあ り ます。 住宅地でこの装置を使用する と、 干渉を引き起こす可能性があ り ます。 その場合には、 ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる

必要があ り ます。

FCC ク ラス  B 準拠装置に関する記述 ： この装置はテス ト済みであ り、 FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス  B デジタル装置の制限に準拠している こ

とが確認済みです。 これらの制限は、 住宅地で使用したと きに、 干渉を防止する適切な保護を規定しています。 本機器は、 無線周波数エネルギーを生成、 使

用、 または放射する可能性があ り、 指示に従って設置および使用しなかった場合、 無線通信障害を引き起こす場合があ り ます。 ただし、 特定の設置条件にお

いて干渉が起きないこ と を保証する ものではあ り ません。 装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合には、 次の方法で干渉が起きないよ うにして くださ

い。 干渉しているかど うかは、 装置の電源のオン /オフによって判断できます。

• 受信アンテナの向きを変えるか、 場所を移動します。

• 機器と受信機との距離を離します。

• 受信機と別の回路にあるコンセン ト に機器を接続します。

• 販売業者またはラジオやテレビの専門技術者に連絡し+ます。

シスコでは、 この製品の変更または改造を認めていません。 変更または改造した場合には、 FCC 認定が無効にな り、 さ らに製品を操作する権限を失う こ とに

な り ます。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB’s public 

domain version of the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California.

こ こに記載されている他のいかなる保証にも よ らず、 各社のすべてのマニュアルおよびソフ ト ウェアは、 障害も含めて 「現状のまま」 と して提供されます。

シスコおよびこれら各社は、 商品性の保証、 特定目的への準拠の保証、 および権利を侵害しないこ とに関する保証、 あるいは取引過程、 使用、 取引慣行に

よって発生する保証をはじめとする、 明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものと します。

いかなる場合においても、 シスコおよびその供給者は、 このマニュアルの使用または使用できないこ とによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめ

とする、 間接的、 派生的、 偶発的、 あるいは特殊な損害について、 あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知ら されていても、 それらに対する責任を一

切負わないものと します。

Cisco および Cisco ロゴは、 Cisco Systems, Inc. またはその関連会社の米国およびその他の国における  and other countries. シスコの商標の一覧は、

www.cisco.com/go/trademarks でご確認いただけます。 Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does 
not imply a partnership relationship between Cisco and any other company. (1110R)

このマニュアルで使用している  IP アド レスおよび電話番号は、 実際のアド レスおよび電話番号を示すものではあ り ません。 マニュアル内の例、 コマン ド出

力、 ネッ ト ワーク  ト ポロジ図、 およびその他の図は、 説明のみを目的と して使用されています。 説明の中に実際のアド レスおよび電話番号が使用されていた

と しても、 それは意図的なものではな く、 偶然の一致による ものです。
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このマニュアルについて

発行日 ： 2012 年 7 月 20 日

改訂日 ： 2014 年 6 月 2 日 OL-32129-01-J

このマニュアルは、 Cisco ASA 5500-X シ リーズ アプラ イアンスの設置と設定の方法について
説明します。 このマニュアルの情報は、 Cisco ASA 5500-X シ リーズの ASA 5512-X、 ASA 
5515-X、 ASA 5525-X、 ASA 5545-X、 および ASA 5555-X モデルに適用されます。 特に指定の
ない限り、 「Cisco ASA 5500-X シ リーズ」 および 「ASA」 とい う用語は、 これらのすべてのモ
デルを指します。

この前書きは、 次の項で構成されています。

• 「表記法」 （P.v）

• 「設置に関する警告」 （P.vi）

• 「安全性および警告に関する情報の入手先」 （P.x）

• 「関連資料」 （P.x）

• 「マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート 」 （P.x）

表記法
このマニュアルでは、 次の表記法を使用しています。

表記法 説明

太字の文字 コマンド、 キーワード、 およびユーザが入力するテキス トは、 太字の文
字で記載されます。

イ タ リ ッ ク文字 文書のタイ トル、 新規用語、 強調する用語、 およびユーザが値を指定す
る引数は、 イ タ リ ッ ク文字で記載されます。

[   ] 角カッ コの中の要素は、 省略可能です。

{x | y | z } 必ずいずれか 1 つを選択しなければならない必須キーワードは、 波カッ
コで囲み、 縦棒で区切って示しています。

[ x | y | z ] いずれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、 角カッ コで囲み、
縦棒で区切って示しています。
v
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このマニュアルについて

  表記法
（注） 「注釈」 です。

ヒン ト 「問題解決に役立つ情報」 です。

注意 「要注意」 の意味です。 機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて
います。

設置に関する警告 
アプライアンスを設置する前に、 『Regulatory Compliance and Safety Information』 文書
（http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/asa/hw/regulatory/compliance/asa5500x_rcsi.html） を
必ずお読みください。

この項では、 次の重要な安全上の警告について説明します。

• 「電源の切断に関する警告」 （P.vii）

• 「複数の電源装置に関する警告」 （P.vii）

• 「装飾品の取り外しに関する警告」 （P.vii）

• 「 リ ス ト  ス ト ラ ップに関する警告」 （P.vii）

• 「雷の発生時の作業に関する警告」 （P.vii）

• 「設置手順に関する警告」 （P.vii）

• 「ラ ッ ク  マウン トおよびラ ッ クでの作業時のシャーシに関する警告」 （P.viii）

• 「短絡保護に関する警告」 （P.viii）

• 「SELV 回路に関する警告」 （P.viii）

• 「アース線に関する警告」 （P.viii）

• 「前面プレー ト とカバー パネルに関する警告」 （P.viii）

• 「製品の廃棄に関する警告」 （P.viii）

string 引用符のない一連の文字。 string の前後には引用符を使用しません。 引
用符を使用する と、 その引用符も含めて string と見なされます。

等幅文字 システムが表示するターミナル セッシ ョ ンおよび情報は、 等幅文字で記
載されます。

等幅の太字文字 コマン ド、 キーワード、 およびユーザが入力するテキス トは、 等幅の 

courier 文字で記載されます。

等幅のイタ リ ッ ク文字 ユーザが値を指定する引数は、 等幅のイタ リ ッ ク文字で記載されます。

<   > パスワードなどの出力されない文字は、 山カッ コで囲んで記載されます。

[   ] システム  プロンプ ト に対するデフォル ト の応答は、 角カッ コで囲んで記
載されます。

!、 # コードの先頭にある感嘆符 （!） またはポン ド記号 （#） は、 コードのそ
の行がコ メ ン ト行である こ と を示します。
vi
Cisco ASA 5500-X シリーズ ハードウェア設置ガイ ド

OL-32129-01-J

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/asa/hw/regulatory/compliance/asa5500x_rcsi.html


  

このマニュアルについて

  表記法
• 「地域および国の電気工事規定遵守に関する警告」 （P.ix）

• 「TN 電源に関する警告」 （P.ix）

• 「複数の電源コード」 （P.ix）

• 「回路ブレーカー （15A） に関する警告」 （P.ix）

• 「48 VDC 電源システム」 （P.ix）

• 「アース線機器に関する警告」 （P.ix）

• 「安全カバーの要件」 （P.ix）

電源の切断に関する警告

警告 シャーシの作業や電源モジュール周辺の作業を行う前に、 AC 装置の電源コードを外し、 DC 装置の
回路ブレーカーの電源を切って く ださい。 ステート メ ン ト  12

複数の電源装置に関する警告

警告 この装置には複数の電源接続部があります。 装置から電源を完全に取り外すには、 すべての接続を
完全に取り外す必要があります。 ステート メ ン ト  102

装飾品の取り外しに関する警告

警告 電源に接続された装置で作業する場合は、 事前に、 指輪、 ネッ クレス、 腕時計などの装身具を外し
て く ださい。 金属が電源やアースに接触すると、 過熱して重度のやけどを引き起こ したり、 金属類
が端子に焼き付いたりするこ とがあります。 ステート メ ン ト  43

リスト  スト ラップに関する警告

警告 作業中は、 カードの静電破壊を防ぐため、 必ず静電気防止用リス ト  ス ト ラ ップを着用して く ださ
い。 感電する危険があるので、 手や金属工具がバッ クプレーンに直接触れないよ うにして く ださ
い。 ステート メン ト  94

雷の発生時の作業に関する警告 

警告 雷が発生しているときには、 システムに手を加えたり、 ケーブルの接続や取り外しを行ったり しな
いで く ださい。 ステート メ ン ト  1001

設置手順に関する警告 

警告 システムを電源に接続する前に、 すべての設置手順をお読み く ださい。 ステート メ ン ト  1004 
vii
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このマニュアルについて

  表記法
ラック  マウン トおよびラックでの作業時のシャーシに関する警告

警告 ラックへのユニッ トの設置や、 ラ ッ ク内のユニッ トの保守作業を行う場合は、 負傷事故を防ぐため、
システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認して く ださい。 次のガイ ド ラインは、 安全
に作業を行ってもら うために用意してあります。 この装置は、 ラ ッ クに 1 つだけの場合は、 一番下に
搭載するようにして く ださい。 ラ ッ クに複数の装置を取り付ける場合は、 最も重い装置をラ ックの一
番下にして、 下から順番に取り付けます。 ラ ッ クにスタビライザが付属している場合は、 スタビライ
ザを取り付けてから、 装置の取り付や保守を行って く ださい。 ステート メ ン ト  1006

短絡保護に関する警告 

警告 この製品は、 設置する建物に回路短絡 （過電流） 保護機構が備わっていることを前提に設計されてい
ます。 一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。 ステート メン ト  1045 

SELV 回路に関する警告 

警告 感電を防ぐために、 安全超低電圧 （SELV） 回路を電話網電圧 （TNV） 回路に接続しないで く ださ
い。 LAN ポートには SELV 回路が、 WAN ポートには TNV 回路が組み込まれています。 一部の LAN 
ポートおよび WAN ポートは RJ-45 コネク タを使用しています。 ケーブルを接続する際は、 注意し
て く ださい。 ステート メ ン ト  1021 

アース線に関する警告 

警告 この装置は、 アースさせる必要があります。 アース導体を破損しないよ う注意し、 アース導体を正
し く取り付けないまま装置を稼働させないで く ださい。 接地が適正であるかどうかわからない場合
は、 電気検査機関または電気技術者に相談して く ださい。 ステート メ ン ト  1024 

前面プレート とカバー パネルに関する警告 

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内の危
険な電圧および電流による感電を防ぐこ と、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐこ と、 お
よびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つこ とです。 システムは、 必ずすべてのカード、 前
面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して く ださい。 ステー
ト メ ン ト  1029 および 142

製品の廃棄に関する警告 

警告 本製品の最終処分は、 各国のすべての法律および規制に従って行って ください。 ステート メン ト  1040 
viii
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地域および国の電気工事規定遵守に関する警告 

警告 装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。 ステート メ ン ト  1074 

TN 電源に関する警告

警告 この装置は TN 電源システムで動作するよ うに設計されています。 ステート メ ン ト  19

複数の電源コード

警告 この装置には複数の電源コードがあります。 装置で作業する際に感電しないよ うに、 装置が接続さ
れている電源ス ト リ ップから電源コードを抜いて く ださい。 ステート メ ン ト  137

回路ブレーカー （15A） に関する警告

警告 この製品は、 設置する建物にシ ョー ト （過電流） 保護機構が備わっているこ とを前提に設計されて
います。 ヒ ューズまたは回路ブレーカーが 120 VAC、 15A （米国） 以下であるこ とを確認して く ださ
い。 240 VAC、 10A （国際規格） は、 相導体 （すべての電流コンダク タ） に使用されます。 ステート
メ ン ト  13

48 VDC 電源システム

警告 顧客用の 48 V 電源システムには、 主 AC 電源と  48 VDC 出力間の強化絶縁が必要です。 ステー ト メ
ン ト  128

アース線機器に関する警告

警告 この機器は接地されるこ とを前提にしています。 通常の使用時にホス トが接地されているこ とを確
認して く ださい。 ステート メ ン ト  39

安全カバーの要件

警告 安全カバーは製品の重要な一部です。 必ず安全カバーを取り付けた状態で装置を操作して く ださ
い。 安全カバーを所定の位置に取り付けずに装置を操作すると、 安全承認が無効になります。 ま
た、 火災や感電事故の原因にもなります。 ステート メ ン ト  117
ix
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このマニュアルについて

  表記法
安全性および警告に関する情報の入手先 
安全性および警告については、次の URL にある 『Regulatory Compliance and Safety Information』
文書を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/asa/hw/regulatory/compliance/asa5500x_rcsi.html

この RCSI 文書では、 Cisco ASA 5500-X シ リーズの国際機関への準拠および安全性の情報につ
いて説明しています。 本書で使用される安全に関する警告の各国語版もあ り ます。

関連資料
Cisco ASA 5500-X シ リーズの文書とその入手先についての完全な一覧については、 次の URL 
にある文書のロードマップを参照して ください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/security/asa/roadmap/asaroadmap.html

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、 テクニカル サポート 、 その他の有用な情報について、 次の URL で、
毎月更新される 『What's New in Cisco Product Documentation （Cisco 製品資料の更新情報）』 を参
照して ください。 シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』 は、 シスコの新規および改訂版の技術マニュアル
の一覧も示し、 RSS フ ィード と して購読できます。 また、 リーダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用し
てコンテンツをデスク ト ップに配信するこ と もできます。 RSS フ ィードは無料のサービスです。
x
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章第 1

ASA 5500-X について

この章では、 Cisco ASA 5512-X、 5515-X、 5525-X、 5545-X および 5555-X モデルについて説明
します。 こ こに含まれているいずれかの手順を開始する前に、 このマニュアル全体をお読みに
なる こ と をお勧めします。

警告 この装置の設置、 交換、 保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。 ステート メ
ン ト  49

注意 本マニュアルのいずれのタス クを実行する場合も、 Cisco ASA 5500-X の 『Regulatory 
Compliance and Safety Information』 文書
（http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/asa/hw/regulatory/compliance/asa5500x_rcsi.html）
の安全に関する警告を読み、 適切な安全に関する手順に従って ください。 その他の ASA 
5500-X の関連資料の リ ンクについては http://www.cisco.com/go/asadocs を参照して ください。

この章では、 次の事項について説明します。

• 「Cisco ASA 5500-X シ リーズ シャーシの概要」 （P.1-2）

• 「内部および外部 USB フラ ッシュ  ド ラ イブ」 （P.1-2）

• 「ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブ」 （P.1-3）

• 「管理 0/0 インターフェイス」 （P.1-4）

• 「アラーム  LED」 （P.1-4）

• 「ASA 5500-X I/O カード」 （P.1-5）

• 「SFP モジュール」 （P.1-5）

• 「ASA のシャーシのパネル」 （P.1-7）

• 「電源モジュール」 （P.1-14）

• 「ハード ウェア仕様」 （P.1-16）
1-1
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第 1 章      ASA 5500-X について 
  Cisco ASA 5500-X シリーズ シャーシの概要
Cisco ASA 5500-X シリーズ シャーシの概要
Cisco ASA 5500-X シ リーズは、 ASA の他の製品と同じセキュ リ テ ィ  プラ ッ ト フォームを基盤
と して構築された、 次世代の ミ ッ ド レンジ  ASA のファ ミ リ です。 これらの次世代の ASA は、
よ り高いファ イアウォールのスループッ ト （4X ファ イアウォール スループッ ト ）、 優れたス
ケーリ ング、 多数のイーサネッ ト  ポート （最大 14 ギガビッ ト のイーサネッ ト  ポート ）、 オプ
シ ョ ンの ASA CX SSP、 ASA IPS SSP、 または FirePOWER SSP モジュール、 および 5545-X お
よび 5555-X における冗長電源を実現します。

詳細情報

• ASA 5500-X のパフォーマンスについては、 「ハードウェア仕様」 （P.1-16） を参照してください。

• Cisco ASA 5500 シ リーズに関する文書セッ ト の完全な リ ス ト については、次の URL を参照
して ください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/security/asa/roadmap/asaroadmap.html

• Cisco ASA 5500-X シ リーズの設置とアップグレードのガイ ドの完全な リ ス ト （各種セキュ
リ テ ィ  サービス  プロセッサのク イ ッ ク  スター ト  ガイ ドの リ ス ト を含む） については、 次
の URL を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/security/asa-5500-series-next-generation-firewalls/products-in
stallation-guides-list.html

内部および外部 USB フラッシュ  ド ライブ
Cisco ASA 5500-X シ リーズのシャーシには、 内部および外部 （オプシ ョ ン） USB ド ラ イブがあ
り ます。

• 「内部 USB ド ラ イブ」 （P.1-2）

• 「外部 USB ド ラ イブ （オプシ ョ ン）」 （P.1-2）

• 「USB の活性挿抜」 （P.1-3）

• 「FAT-32 ファ イル システム」 （P.1-3）

内部 USB ド ライブ

組み込み USB （eUSB） デバイスは、 内部フラ ッシュ （disk0） と して使用されます。 各モデル
に付属しているサイズについては、 「ハード ウェア仕様」 （P.1-16） を参照して ください。

外部 USB ド ライブ （オプシ ョ ン）

ASA 5500-X シ リーズは、 データ保存用の外部 USB フラ ッシュ  ド ラ イブをサポート します。
ASA 5500-X シ リーズでは、外部 USB フラ ッシュ  ド ラ イブ識別子と して disk1 が使用されます。
ASA の電源を入れる と、 挿入された USB フラ ッシュ  ド ラ イブは disk1 にマウン ト され、 使用
可能にな り ます。 さ らに、 disk 0 に使用できるファ イル システム  コマン ドは disk1 でも使用可
能です。 これらのコマン ドには、 copy、 format、 delete、 mkdir、 pwd、 cd、 などがあ り ます。
USB フラ ッシュ  ド ラ イブを取り外すと、 システムは disk1 をアンマウン ト し、 disk1 はアクセ
スできない無効なファ イル システムのラベルにな り ます。

複数のパーテ ィシ ョ ンがある  USB ド ラ イブを挿入する と、 最初のパーテ ィシ ョ ンのみがマウ
ン ト されます。
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  ソ リ ッ ド  ステート  ド ライブ
USB の活性挿抜

ASA の背面パネルには 2 つの USB スロ ッ ト があ り ますが、 活性挿抜 （OIR） がサポート されて
いるのは 1 つのみで、 最初に挿入された USB ド ラ イブが優先とな り ます。 たとえば、 時系列に
おいて最初に挿入された USB フラ ッシュ  ド ラ イブが、挿入されたスロ ッ ト にかかわらず disk1 
にマウン ト されます。2 番目の USB デバイスを挿入する と、追加のサポート されていない USB 
フラ ッシュ  ド ラ イブが存在する とい うエラー メ ッセージがコンソールに表示されます。 いず
れか 1 つの USB デバイスを取りはずしても、 確立済みの優先順位は変更されません。 優先順位
を変更するには、 USB デバイスを安全に取りはずして、 希望する優先順位の確立を再び開始し
ます。

FAT-32 ファイル システム

ASA 5500-X シ リーズは eUSB および外部 USB ド ラ イブに対して FAT-32 形式のファ イル シス
テムのみをサポート します。 FAT-32 形式ではない外部 USB ド ラ イブを挿入する と、 システム
のマウン ト  プロセスが失敗し、 エラー メ ッセージが表示されます。 format disk1: コマン ドを
入力して、 該当のパーテ ィシ ョ ンを  FAT 32 にフォーマッ ト して、 再度 disk1 にマウン トする こ
とができます。 ただし、 データが失われる可能性があ り ます。

フラッシュ  メモリの表示

ASA でフラ ッシュ  メモ リの空き領域を調べるには、 次の2 つの方法があ り ます。

• ASDM ： [Tools] > [File Management] を選択します。 使用可能なメモ リ容量がペインの左下
に表示されます。

• CLI ： 特権 EXEC モードで dir コマン ドを入力します。 使用可能なメモ リ容量が出力の末尾
に表示されます。

ソリ ッ ド  ステート  ド ライブ
ASA CX または FirePOWER SSP と と もに使用するために、 Cisco Solid State Drive （SSD） を取
り付ける必要があ り ます。 サポート されるのはシスコの SSD のみです。 ASA 5512-X、 ASA 
5515-X および ASA 5525-X には 1 つの SSD を取り付ける こ とができます。ASA 5545-X および 
ASA 5555-X の RAID 1 構成では、 2 つの SSD を取り付ける こ とができます。

（注） SSD を初めて取り付ける場合は、 ASA を リ ロード して、 インス トールされた SSP を再イ メー
ジ化する必要があ り ます。

SSD はホッ ト スワ ップ可能です。 SSD は、 ド ラ イブ ベイ内に設置したキャ リ アの中に存在しま
す。 AC または DC 電源を備えた SSD を使用できます。 詳細については、 「SSP のソ リ ッ ド  ス
テー ト  ド ラ イブの取り付けおよび取り外し」 （P.4-22） を参照して ください。
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  管理 0/0 インターフェイス
管理 0/0 インターフェイス
管理 0/0 インターフェイスを使用して、 ASA を管理します。 管理 0/0 インターフェイスには次
の特性があ り ます。

• 通過ト ラフ ィ ッ クはサポート されません

• サブインターフェイスはサポート されません

• プラ イオ リ テ ィ  キューはサポート されません

• マルチキャス ト  MAC はサポート されません

• FirePOWER、 IPS、 または CX SSP ソフ ト ウェア  モジュールと  ASA は管理 0/0 インター
フェイスを共有しますが、 それぞれ独自の個別の MAC アド レス と  IP アド レスを保有しま
す。 モジュールのオペレーティ ング  システム内にモジュールの IP アド レスを設定する必要
があ り ます。 また、 ASA の物理的特性 （インターフェイスのイネーブル化など） を設定し
ます。

管理 0/0 インターフェイスは管理専用ト ラフ ィ ッ クに対して設定され、 管理インターフェイス
に対して管理専用をディセーブルにはできません。 また、 ASA 5500-X モデルでは、 管理イン
ターフェイスのサブインターフェイスは許可されないため、 コンテキス ト ご との管理について
は、 管理用のデータ  インターフェイスに接続する必要があ り ます。

Management 0/0 インターフェイスは、 デフォル トの出荷時のコンフ ィギュレーシ ョ ンの一部と
して、 ASDM アクセス用に設定されています。

詳細については、 「背面パネル ポート 」 （P.1-12） を参照して ください。 

アラーム LED
ASA 5500-X シ リーズのシャーシは、 自律した環境モニタ リ ング、 すべての外部センサーのポー
リ ング、 および動作状態のモニタ リ ングを行います。 特定の内部コンポーネン トの破損発生ま
たは温度しきい値の超過が発生した場合は、 システムによ り ク リ テ ィカル条件を通知するア
ラーム  LED がアクティブにな り ます。 たとえば、 アラーム  LED は、 さまざまな重大な過電圧、
過熱状態の場合、 または ASA で内部チップ コンポーネン トが不足しているか認識されない場合
に、 ファームウェアによってアクテ ィブにな り ます。 アラーム  LED が点灯している場合、 コン
ソールに表示されるシステム  メ ッセージで詳細を確認するか、 または show environment あるい
は show controller pci CLI コマンドを入力するこ とによって詳細を確認できます。

（注） 冗長電源を使用している  ASA （つま り、 2 つの電源が設置されている  ASA） から電源モジュー
ルの 1 つを取り外すと、 アラーム  LED が点灯します。 ラ イ ト をオフにするには、 アプラ イアン
スをパワーサイ クルする必要があ り ます。 つま り、 アプラ イアンスの電源を完全にオフにして
から、 再びオンにします。 冗長電源の設定の詳細については、 「電源モジュール」 （P.1-14） を
参照して ください。 電源の取り外しの詳細については、 「電源装置の取り外し と取り付け」
（P.4-13） を参照して ください。
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  ASA 5500-X I/O カード
ASA 5500-X I/O カード
Cisco ASA 5500-X シ リーズの 6 ポート  GigabitEthernet インターフェイス  カードは追加の 
GigabitEthernet ポート を提供する こ とによって、ASA 5525-X、ASA 5545-X および ASA 5555-X 
モデルの I/O 機能を拡張します。

I/O カードには次のメ リ ッ ト があ り ます。

• 個別のセキュ リ テ ィ  ゾーンへのネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クのセグ メ ンテーシ ョ ン

• 長距離通信用の光ファ イバ ケーブルの接続 

• EtherChannel を使用した ト ラフ ィ ッ クの負荷分散およびリ ンク障害の防止

• 最大 9000 バイ ト のジャンボ イーサネッ ト  フレームのサポー ト

• アクテ ィブ/アクテ ィブ フェールオーバーの防止と、 ケーブルの障害に対するフル メ ッ
シュ  ファ イアウォールの導入

ASA への I/O カードの取り付けの詳細については、 第 4 章 「ASA 5500-X のメ ンテナンス と
アップグレードの手順」 を参照して ください。

SFP モジュール 
ASA では、 ギガビッ ト  イーサネッ ト接続の確立に、 現場交換可能な Small Form-Factor 
Pluggable （SFP） モジュールを使用します。 表 1-1 に、 サポート される  SFP モジュールを示し
ます。

ASA には、 シスコ認定の SFP モジュールのみを使用して ください。 SFP モジュールにはすべ
て、 セキュ リ テ ィ情報がエンコード された内部シ リ アル EEPROM が装着されています。 この
エンコーディ ングによって、 SFP モジュールが ASA の要件を満たしている こ と を、 シスコが識
別して検証できます。

すべての SFP ポート には LC タ イプ コネク タ付きのケーブルが必要です。 リ ス ト されているす
べての SFP （SMF および MMF の両方） の最小ケーブル長は 2 m （6.5 フ ィー ト ） です。 安定し
た接続のために、 ケーブルは指定されたケーブル長を超えてはいけません。 表 1-2 に光ファ イ
バ ケーブルの要件を示します。

表 1-1 サポート される SFP モジュール

SFP モジュール 接続タイプ  シスコの部品番号 

1000BASE-T 銅線、 ツイス トペア （RJ-45） GLC-T=

1000BASE-EX シングル モード  ファ イバ
（SMF）

GLC-EX-SMD=

1000BASE-ZX SMF GLC-ZX-SMD=

1000BASE-SX マルチモード  ファ イバ
（MMF）

GLC-SX-MM=

1000BASE-LX/LH MMF/SMF GLC-LH-SM=
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表 1-2 光ファイバ SFP モジュールのケーブル要件

SFP モジュール 波長
ファイバ 
タイプ コア径

モード帯域幅
（MHz-km）1

1. 伝送波長で指定します。

動作距離

1000BASE-EX

（GLC-EX-SMD=）

1310 nm SMF   —2

2. IEEE 802.3z 標準で指定された ITU-T G.652 SMF。

  — 40 km （131,234 
フ ィー ト ）

1000BASE-ZX

（GLC-ZX-SMD=）

1550 nm SMF   —   — ~70 km （ リ ン ク
損失による）

1000BASE-SX

（GLC-MM=）

850 nm MMF 62.5 μm 160 （FDDI 
グレード）

220 m （722 
フ ィー ト ）

62.5 μm 200 （OM1） 275 m （902 
フ ィー ト ）

50 μm 400 （400/400） 500 m （1640 
フ ィー ト ）

50 μm 500 （OM2） 550 m （1804 
フ ィー ト ）

50 μm 2000 （OM3） 1000 m （3281 
フ ィー ト ）

1000BASE-LX/LH

（GLC-SM=）

1310 nm MMF3

3. IEEE 標準のモード コンディシ ョ ニング  パッチコードはスパン長にかかわらず必要です。 62.5-μm ファ イバ用の
モード コンディシ ョ ニング  パッチコードの仕様は、 50-μm ファ イバのパッチコードの仕様とは異なる こ とに注意
して ください。

62.5 μm 500 550 m （1804 
フ ィー ト ）

50 μm 400 550 m （1804 
フ ィー ト ）

50 μm 500 550 m （1804 
フ ィー ト ）

SMF   —   — 10 km （32,821 
フ ィー ト ）
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第 1 章      ASA 5500-X について

  ASA のシャーシのパネル
ASA のシャーシのパネル
この項では、 ASA の前面および背面のパネルについて説明します。 取り上げる ト ピ ッ クは次の
とおりです。

• 「前面パネル LED」 （P.1-7）

• 「背面パネル LED」 （P.1-10） 

• 「背面パネル ポート 」 （P.1-12）

前面パネル LED
こ こでは、 Cisco ASA 5500-X シ リーズ シャーシの前面パネルの LED について説明します。

図 1-1 に、 ASA 5512-X、 ASA 5515-X、 および ASA 5525-X モデルの前面パネルの LED を示し
ます。

図 1-1 前面パネルの LED ： Cisco ASA 5512-X、 ASA 5515-X、 および ASA 5525-X

LED 説明

1 電源ボタン システムをオン /オフにする ソフ ト  スイ ッチ。 一度押すと、 こ
のボタンは 「オン」 の位置に留ま り ます。

• オン ： ボタンの電源の記号が点灯します。

• オフ ： ボタンの電源の記号は暗いままです。

電源状態の詳細については、 「電源装置に関する考慮事項」
（P.2-4） を参照して ください。

2 ハードディ ス クの リ リー
ス  ボタン

デバイスからハード  ディ ス クを リ リースします。

Cisco ASA 5515
Adapative Security Appliance

BOOT

ACTIVE

PS

ALARM

VPN

HD
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Adapative Security Appliance

BOOT

ACTIVE
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第 1 章      ASA 5500-X について 
  ASA のシャーシのパネル
図 1-2 に、 ASA 5545-X および ASA 5555-X モデルの前面パネルの LED を示します。

3 アラーム システムの動作状態 ：

• 消灯 ： 正常なオペレーティ ング  システム機能。

• オレンジに点灯 ： 次の 1 つ以上を示すク リ テ ィ カル ア
ラーム。

– ハード ウェアまたはソフ ト ウェア  コンポーネン ト の
重大な障害。

– 過熱状態。

– 電源の電圧が許容範囲外。

（注） 一部のデバイスでは赤のよ うに見える場合があ り ます。

4 VPN VPN ト ンネルの状態 ：

• グ リーンに点灯 ： VPN ト ンネルが確立されています。

• 消灯 ： VPN ト ンネルは確立されていません。

5 HD ハードディ ス ク  ド ラ イブの状態:

• グ リーンに点滅 ： 読み取り /書き取り アクテ ィ ビテ ィに割
り当てられている。

• オレンジに点灯 ： ハード  ディ ス ク  ド ラ イブの障害。

• 消灯 ： ハード  ディ ス ク  ド ラ イブが存在しません。

6 PS 電源装置ステータス

7 Active フェールオーバー ペアの状態 ：

• グ リーンに点灯 ： フェールオーバー ペアが正常に動作し
ています。

• 消灯 ： フェールオーバーが動作していません。

8 Boot 電源投入診断 ：

• グ リーンの点滅 ： 電源投入診断を実行中か、 システムが
ブート中です。

• グ リーンに点灯 ： システムは電源投入診断に合格しました。

• 消灯 ： 電源投入診断が動作していません。
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第 1 章      ASA 5500-X について

  ASA のシャーシのパネル
図 1-2 前面パネルの LED ： Cisco ASA 5545-X および ASA 5555-X

LED 説明

1 電源ボタン システムをオン /オフにする ソフ ト  スイ ッチ。 一度押すと、 こ
のボタンは 「オン」 の位置に留ま り ます。

• オン ： ボタンの電源の記号が点灯します。

• オフ ： ボタンの電源の記号は暗いままです。

電源状態の詳細については、 「電源装置に関する考慮事項」
（P.2-4） を参照して ください。

2 ハードディ ス ク  スロ ッ ト ハードディ ス ク  1 のスロ ッ ト を示します。

3 ハードディ ス クの リ リー
ス  ボタン

デバイスからハードディ ス ク  1 を リ リースします。

4
ハードディ ス クの リ リー
ス  ボタン

デバイスからハードディ ス ク  0 を リ リースします。

5 ハードディ ス ク  スロ ッ ト ハードディ ス ク  0 のスロ ッ ト を示します。

6 アラーム システムの動作状態 ：

• 消灯 ： 正常なオペレーティ ング  システム機能。

• オレンジに点灯 ： 次の 1 つ以上を示すク リ テ ィカル ア
ラーム。

– ハード ウェアまたはソフ ト ウェア  コンポーネン ト の
重大な障害。

– 過熱状態。

– 電源の電圧が許容範囲外。

（注） 一部のデバイスでは赤のよ うに見える場合があ り ます。
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第 1 章      ASA 5500-X について 
  ASA のシャーシのパネル
背面パネル LED
図 1-3 に ASA 5500-X シ リーズ シャーシの背面パネルの LED を示します。

図 1-3 ASA 5500-X シリーズ シャーシの背面パネル LED

7 VPN VPN ト ンネルの状態 ：

• グ リーンに点灯 ： VPN ト ンネルが確立されています。

• 消灯 ： VPN ト ンネルは確立されていません。

8 HD1 ハードディ ス ク  ド ラ イブ 1 の状態 ：

• グ リーンに点滅 ： 読み取り /書き取り アクテ ィ ビテ ィに割
り当てられている。

• オレンジに点灯 ： ハード  ディ ス ク  ド ラ イブの障害。

• 消灯 ： ハード  ディ ス ク  ド ラ イブが存在しません。

9 HD0 ハードディ ス ク  ド ラ イブ 0 の状態 ：

• グ リーンに点滅 ： 読み取り /書き取り アクテ ィ ビテ ィに割
り当てられている。

• オレンジに点灯 ： ハード  ディ ス ク  ド ラ イブの障害。

• 消灯 ： ハード  ディ ス ク  ド ラ イブが存在しません。

10 PS1 オプシ ョ ンの冗長電源の状態。

11 PS0 製品に付属しているプラ イマ リ電源の状態。

12 Active フェールオーバー ペアの状態 ：

• グ リーンに点灯 ： フェールオーバー ペアが正常に動作し
ています。

• 消灯 ： フェールオーバー ペアが動作していません。

13 Boot 電源投入診断 ：

• グ リーンの点滅 ： 電源投入診断を実行中か、 システムが
ブート中です。

• グ リーンに点灯 ： システムは電源投入診断に合格しました。

• 消灯 ： 電源投入診断が動作していません。

33
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18

2 64

1 753
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LED 説明

1 Power 電源装置のステータス ：

• 消灯 ： 電源がオフです。

• グ リーンの点灯 ： 電力がオンです。

2 Alarm システムの動作状態 ：

• 消灯 ： 正常なオペレーティ ング  システム機能

• オレンジに点灯 ： 次の 1 つ以上を示すク リ テ ィ カル ア
ラーム。

– ハード ウェアまたはソフ ト ウェア  コンポーネン ト の
重大な障害。

– 過熱状態。

– 電源の電圧が許容範囲外。

（注） 一部のデバイスでは赤のよ うに見える場合があ り ます。

3 Boot 電源投入診断 ：

• グ リーンの点滅 ： 電源投入診断を実行中か、 システムが
ブート中です。

• グ リーンに点灯 ： システムは電源投入診断に合格しました。

• 消灯 ： 電源投入診断が動作していません。

4 Active フェールオーバー ペアの状態 ：

• グ リーンに点灯 ： フェールオーバー ペアが正常に動作し
ています。

• 消灯 ： フェールオーバー ペアが動作していません。

5 VPN VPN ト ンネルの状態 ：

• グ リーンに点灯 ： VPN ト ンネルが確立されています。

• 消灯 ： VPN ト ンネルは確立されていません。

6 HD0 ハードディ ス ク  ド ラ イブ 0 の状態 ：

• グ リーンに点滅 ： 読み取り /書き取り アクテ ィ ビテ ィに割
り当てられている。

• オレンジに点灯 ： ハード  ディ ス ク  ド ラ イブの障害。

• 消灯 ： ハード  ディ ス ク  ド ラ イブが存在しません。

7 HD1 ハードディ ス ク  ド ラ イブ 1 の状態 ：

• グ リーンに点滅 ： 読み取り /書き取り アクテ ィ ビテ ィに割
り当てられている。

• オレンジに点灯 ： ハード  ディ ス ク  ド ラ イブの障害。

• 消灯 ： ハード  ディ ス ク  ド ラ イブが存在しません。
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第 1 章      ASA 5500-X について 
  ASA のシャーシのパネル
背面パネル ポート

図 1-4 に ASA 5512-X および ASA 5515-X モデルのポート を示します。

図 1-4 ASA 5512-X および ASA 5515-X の背面パネル ポート

.

図 1-5 に ASA 5525-X のポート を示します。

図 1-5 ASA 5525-X の背面パネル ポート  

LED 説明

1 管理 0/0 インターフェイス 管理使用に限定される、 GigabitEthernet インターフェイス。
RJ-45 ケーブルで接続します。

（「管理 0/0 インターフェイス」 （P.1-4） を参照）。

2 電源モジュール シャーシの電源。

3 RJ-45 ポート GigabitEthernet のカスタマー データ  インターフェイス。
上の行のポート番号は （左から順に） 5、 3、 1 です。
下の行のポート番号は （左から順に） 4、 2、 0 です。

4 USB ポート 2 つの USB 標準ポート 。

（「内部および外部 USB フラ ッシュ  ド ラ イブ」 （P.1-2） を参照）。

5 コンソール ポート コンピュータを直接 ASA に接続するために使用するコンソー
ル ポー ト 。

28
23

61

1

245 3

LED 説明

1 管理 0/0 インターフェイス 管理使用に限定される、 GigabitEthernet インターフェイス。
RJ-45 ケーブルで接続します。

（「管理 0/0 インターフェイス」 （P.1-4） を参照）。

33
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1-12
Cisco ASA 5500-X シリーズ ハードウェア設置ガイ ド

OL-32129-01-J



  

第 1 章      ASA 5500-X について

  ASA のシャーシのパネル
図 1-6 に、 ASA 5545-X および ASA 5555-X の背面パネルのポート を示します。

図 1-6 背面パネル ポート ： ASA 5545-X および ASA 5555-X

2 電源モジュール シャーシの電源。

3 RJ-45 ポート GigabitEthernet のカスタマー データ  インターフェイス。
上の行のポート番号は （左から順に） 7、 5、 3、 1 です。
下の行のポート番号 （左から順に） 6、 4、 2、 0 です。

4 USB ポート 2 つの USB 標準ポート 。

（「内部および外部 USB フラ ッシュ  ド ラ イブ」 （P.1-2） を参照）。

5 コンソール ポート コンピュータを直接 ASA に接続するために使用するコンソー
ル ポー ト 。

LED 説明

1 I/O スロ ッ ト オプシ ョ ンの I/O カード用のスロ ッ ト 。光ファ イバ I/O カード
がある場合は、 接続に SFP モジュール （付属していません）
を使用します。

2 取り付けネジ シャーシ カバーを固定した り緩めた りするネジ。

3 管理 0/0 ポー ト 管理使用に限定される、 GigabitEthernet インターフェイス。
RJ-45 ケーブルで接続します。

（「管理 0/0 インターフェイス」 （P.1-4） を参照）。

4 RJ-45 ポート GigabitEthernet のカスタマー データ  インターフェイス。
上の行のポート番号は （左から順に） 7、 5、 3、 1 です。
下の行のポート番号 （左から順に） 6、 4、 2、 0 です。

5 電源装置 デバイスに付属しているプラ イマ リ電源用、 およびオプシ ョ
ンの冗長電源用のスロ ッ ト 。

6 USB ポート 2 つの USB 標準ポート 。

（「内部および外部 USB フラ ッシュ  ド ラ イブ」 （P.1-2） を参照）。

7 コンソール ポート コンピュータを直接 ASA に接続するために使用するコンソー
ル ポー ト 。

8 背面パネル LED 背面パネル LED。 （詳細については、 「ASA 5500-X シ リーズ 
シャーシの背面パネル LED」 を参照して ください）。
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  電源モジュール
電源モジュール
ASA 5512-X、 ASA 5515-X、 および ASA 5525-X は、 1 つの固定ファンおよび 1 つの固定電源
（AC または DC） が取り付けられた状態で出荷されます。 ASA 5545-X および ASA 5555-X は、
1 つの電源 （AC または DC） が取り付けられた状態で出荷されます。 追加の電源装置を追加し
た り、 これらのアプラ イアンスに 2 つの電源装置を取り付けるよ う注文する こ と もできます。
2 つの電源装置を設置する と、 冗長電源オプシ ョ ンが提供されます。 この設定を行う と、 一方
の電源装置で障害が発生した場合、 障害のある電源装置を交換するまで、 も う一方の電源装置
が全負荷を負う こ とにな り ます。 エアーフローを維持するには、 空のベイをふさぐか、 両方の
ベイに電源装置を装着する必要があ り ます。 1 つのみの電源装置が設置されている場合は、 ス
ロ ッ ト  0 （左のスロ ッ ト ） にその電源装置が取り付けられており、 スロ ッ ト  1 （右のスロ ッ ト ）
にスロ ッ ト  カバーが取り付けられている こ と を確認します。 1 つの電源装置のみを装着する場
合、 アプラ イアンスの電源が切れていない状態で電源装置を取り外さないでください。 動作中
の唯一の電源装置を取り外すと、 ただちに電力損失が生じます。

（注） ASA 5545-X および ASA 5555-X は 2 つの AC または 2 つの DC 電源装置をサポート できます。
同じシャーシで AC 電源モジュールと  DC 電源モジュールを混在させないでください。

電源装置は、 それぞれが 400 W の出力電力を供給し、 1 + 1 の冗長構成で使用されます。 電源モ
ジュールの前面プレート に入力スイ ッチはあ り ません。

Cisco ASA 5500-X ハード ウェアは AC 電源で動作し、 AC 電源が失われたと きにシステムの前
の電源状態に復元する機能をサポート しています。

電源モジュールは、 システム  シャーシの STANDBY/ON スイ ッチによって、 スタンバイからオ
ンに切り替えられます。  以前の ASA （V01） では、 電源スイ ッチを使用して電源をオンにする
必要があ り ます。 新しい ASA （V02） は、 電源ケーブルを差し込むと自動的にオンにな り ま
す。 ご使用のバージ ョ ンを確認するには、 次のいずれかを実行します。

• CLI プロンプ ト で show inventory コマン ドを入力し、 出力で V01 または V02 を探します。

• シャーシの背面で、 V01 または V02 の VID PID ラベルを確認します。

V01 シャーシの場合は、 次の制限を確認して ください。

• ASA に AC 電源が適用されてから、 電力状態を更新し、 保存するまでに 50 秒が必要です。
これは、 AC 電源供給後の最初の 50 秒以内に AC 電源が取り外される と、 電力状態の変更
が検出されないこ とを意味します。

• ASA がスタンバイ  モードになってから、 電力状態を更新し、 保存するまでに 10 秒が必要
です。 これは、 スタンバイ  モードになってから最初の 10 秒以内に AC 電源が取り外される
と、 電力状態の変更 （スタンバイ  モードを含む） が検出されないこ とを意味します。

V02 シャーシに対しては、 上記の制限は適用されません。

電源装置のスロ ッ ト の番号は、 シャーシ背面の各電源装置の左側にあ り ます。 シャーシの背面
に向かって、 電源スロ ッ ト  0 （PS0） が左側、 電源スロ ッ ト  1 （PS1） が右側にあ り ます。 デ
フォル ト では、 1 つの電源装置がスロ ッ ト  0 に取り付けられます。

ASA は、 次の電源をサポー ト しています。

• AC 電源装置： 2 つの DC 電圧出力 （+12 V および +5 V） で 400 ワ ッ ト の電力を供給します。
AC 電源の動作範囲は 85 ～ 264 VAC です。 AC 電源の電流は 12 V の出力を共有し、 デュア
ル ホッ ト プラグ可能な設定で使用されます。 AC 電源は、 最大で 471 W の入力電力を消費
します。
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• DC 電源装置 ： 2 つの DC 電圧出力 （+12 V および +5.0 V） で 400 ワ ッ ト を供給します。 電
源の動作範囲は –40.5 ～ –72 VDC です。 DC 電源の電流は 12 V の出力を共有し、 デュアル 
ホッ ト プラグ可能な設定で使用されます。 DC 電源は、 最大で 500 W の入力電力を消費し
ます。

図 1-7 に、 ASA 5545-X および ASA 5555-X の取り外し可能な AC （左側） と  DC （右側） の電源
装置の両方を示します。

図 1-7 AC 電源装置および DC 電源装置

表 1-3 に、 電源インジケータに関する説明を示します。 インジケータの機能は、 AC および DC 
電源装置のどちらでも同じです。

1 電源インジケータ 2 DC 電源装置のプラス接続

3 DC 電源装置のニュー ト ラル接続 4 DC 電源装置のマイナス接続

11 2 3 4

33
30

56

表 1-3 AC および DC 電源のインジケータ

インジケータの色および状態 説明

グ リーンに点灯 電源出力がオンの状態で、 通常の動作範囲内にあ り ます。

1 秒に 1 回の点滅のレー ト で緑色
に点滅

通常の動作範囲内にある入力電力は供給されていますが、
Standby スイ ッチは、 Standby 位置にあ り ます （つま り、
アプラ イアンスはオンになっていません）。
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ハードウェア仕様
表 1-4 には、 ASA 5500-X シ リーズのハード ウェア仕様が記載されています。

オレンジに点灯 電源装置でク リ テ ィカル イベン トが発生し、 電源装置が
シャ ッ ト  ダウンしました。 ク リ テ ィ カル イベン トは、 温
度、 電圧、 電流、 またはファンが正常な動作の範囲外で動
作している可能性があ り ます。

1 秒に 1 回の点滅のレー ト でオレ
ンジに点滅

電源装置で警告イベン ト が発生しましたが、 電源装置は
動作を続行できます。 警告イベン トは、 温度、 電圧、 電
流、 ファンが正常な動作の範囲外で動作している可能性
があ り ます。

消灯 電源装置がシャ ッ ト ダウンされています。

表 1-3 AC および DC 電源のインジケータ

インジケータの色および状態 説明

表 1-4 ハードウェア仕様 ： Cisco ASA 5500-X シリーズ

ASA 5512-X ASA 5515-X ASA 5525-X ASA 5545-X ASA 5555-X

物理的仕様

フォーム  ファ
ク タ

1 RU、 19 インチ 1 RU、 19 インチ 1 RU、 19 インチ 1 RU、 19 インチ 1 RU、 19 インチ

ラ ッ ク  マウン
ト可能

はい。
ブラケッ トは付
属、 スラ イ ド  
レールはオプ
シ ョ ン

はい。
ブラケッ トは付
属、 スラ イ ド  
レールはオプ
シ ョ ン

はい。
ブラケッ トは付属、
スラ イ ド  レールは
オプシ ョ ン

はい。
スラ イ ド  レール
は付属。

はい。
スラ イ ド  レール
は付属。

寸法 1.67X16.7X15.6 イ
ンチ
4.24X42.9X39.5 cm

1.67X16.7X15.6 イ
ンチ
4.24X42.9X39.5 cm

1.67X16.7X15.6 イ
ンチ
4.24X42.9X39.5 cm

1.67X16.7X19.1 イ
ンチ
4.24X42.9X48.4 cm

1.67X16.7X19.1 イ
ンチ
4.24X42.9X48.4 cm

重量 ： 単一の
電源

13.39 ポンド 13.39 ポンド 14.92 ポンド 16.82 ポンド 16.82 ポンド

重量 ： デュア
ル電源

該当なし 該当なし 該当なし 18.86 ポンド 18.86 ポンド

技術仕様

DRAM メモ リ 4 GB 8 GB 8 GB 12 GB 16 GB

内部フラ ッ
シュ

4 GB 8 GB 8 GB 8 GB 8 GB

電源装置に関する情報

電源モジュール 400 W 400 W 400 W 450 W 450 W

冗長電源が使
用可能

いいえ いいえ いいえ はい はい
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ASA 5512-X および ASA 5515-X モデルのその他の仕様については、 次の URL にある製品デー
タ  シート を参照して ください。

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/vpndevc/ps6032/ps6094/ps6120/data_sheet_c78-
701253.html

ASA 5525-X ASA 5545-X および ASA 5555-X モデルのその他の仕様については、次の URL にあ
る製品データ  シート を参照して ください。

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/vpndevc/ps6032/ps6094/ps6120/data_sheet_c78-
701808.html

動作条件

温度 -5°C ～ 40°C
（23°F ～ 104°F）

-5°C ～ 40°C
（23°F ～ 104°F）

-5°C ～ 40°C
（23°F ～ 104°F）

-5°C ～ 40°C
（23°F ～ 104°F）

-5°C ～ 40°C
（23°F ～ 104°F）

相対湿度 90 % 90 % 90 % 90 % 90 %

高度 海抜 3000 m 海抜 3000 m 海抜 3000 m 海抜 3000 m 海抜 3000 m

非動作環境条件

温度 -25°C ～ 70°F
（-13°F ～ 158°F）

-25°C ～ 70°F
（-13°F ～ 158°F）

-25°C ～ 70°F
（-13°F ～ 158°F）

-25°C ～ 70°F
（-13°F ～ 158°F）

-25°C ～ 70°F
（-13°F ～ 158°F）

相対湿度 10 ～ 90% 10 ～ 90% 10 ～ 90% 10 ～ 90% 10 ～ 90%

高度 海抜 4500 m 海抜 4500 m 海抜 4500 m 海抜 4500 m 海抜 4500 m

表 1-4 ハードウェア仕様 ： Cisco ASA 5500-X シリーズ

ASA 5512-X ASA 5515-X ASA 5525-X ASA 5545-X ASA 5555-X
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章第 2

設置の準備

このマニュアルの情報は、 Cisco ASA 5500-X シ リーズの ASA 5512-X、 5515-X、 5525-X、
5545-X、 および 5555-X モデルに適用されます。

特に指定のない限り、 「Cisco ASA 5500-X シ リーズ」 および 「ASA」 とい う用語は、 すべてのモ
デルを指します。

この章では、 新しいハード ウェアの設置またはハード ウェア  アップグレードの実行前に行う手
順について説明します。 この章は、 次の項で構成されています。

• 「インス ト レーシ ョ ンの概要」 （P.2-1）

• 「安全に関する推奨事項」 （P.2-2）

• 「一般的な設置場所の要件」 （P.2-3）

インストレーショ ンの概要
シャーシの設置を準備するには、 次の手順に従います。

ステップ 1 ASA 5500-X の 『Regulatory Compliance and Safety Information』 文書に記載されている、 安全上
の注意事項を確認して ください。 RCSI の リ ンクについては、 http://www.cisco.com/go/asadocs 
を参照して ください。 その他の ASA の文書も こ こにあ り ます。

ステップ 2 ご使用のソフ ト ウェア  バージ ョ ンの ASA リ リース  ノー ト を読みます。

ステップ 3 シャーシおよびアクセサ リ を開梱します。

ステップ 4 シャーシを安定した平坦な場所に置きます。

ステップ 5 「シャーシのラ ッ クへの取り付け」 （P.3-1） に記載された、 ラ ッ クへのシャーシの取り付けにつ
いての指示に従います。

ステップ 6 「ケーブルの接続、 電源の投入、 および接続の確認」 （P.3-13） に記載された、 ネッ ト ワーク接続
を確立するための指示に従います。
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安全に関する推奨事項
次のガイ ド ラ イン と後述する情報に従って安全を確保し、 ASAを保護して ください。 ガイ ド ラ
インには、 作業環境で生じる可能性のある危険な状況がすべて網羅されているわけではあ り ま
せん。 絶えず注意して、 的確な判断を心がけて ください。

（注） シャーシ カバーを取り外して、 増設メモ リやインターフェイス  カードなどのハード ウェア部
品を取り付ける場合でも、 シスコの保証に影響はあ り ません。 ASAのアップグレードに、 特殊
な工具は不要です。 また、 アップグレードによって高周波が漏れる こ と もあ り ません。

次の安全ガイ ド ラ インに従って ください。

• 設置作業前、 作業中、 および作業後は、 シャーシの設置場所を整理し、 埃のない状態に
保って ください。

• 工具は、 通行の邪魔にならない場所に保管して ください。

• ゆった り と した衣服やイヤ リ ング、 ブレスレ ッ ト 、 ネッ クレスなどの装飾品は身につけず、
シャーシに引っかかる こ とがないよ うにして ください。

• 目が危険にさ ら される状況で作業する場合は、 保護眼鏡を着用して ください。

• 人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。

• 重量が 1 人で扱う こ とができないものを、 1 人で持ち上げないでください。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「電気製品を扱う場合の注意」 （P.2-2）

• 「静電破壊の防止」 （P.2-3）

電気製品を扱う場合の注意

警告 シャーシの作業や電源モジュール周辺の作業を行う前に、 AC 装置の電源コードを外し、 DC 装置の
回路ブレーカーの電源を切って く ださい。 ステート メ ン ト  12

電気機器を取り扱う際には、 次の注意事項に従って ください。

• シャーシ内部の作業を開始する前に、 作業を行う部屋の緊急電源遮断スイ ッチの場所を確
認しておいて ください。 電気事故が発生した場合は、 ただちにその部屋の電気を切って く
ださい。

• 危険を伴う作業は、 一人では行わないでください。

• 回路の電源が切断されている と思い込まないで、 必ず回路を確認して ください。

• 床が濡れていないか、 アースされていない電源延長コード、 すり減った電源コード、 保護
アースの不備などがないかど うか、 作業場所の安全を十分に確認して ください。

• 電気事故が発生した場合は、 次の手順に従って ください。

– 負傷しないよ うに注意して ください。

– システムの電源を切断して ください。
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– 可能であれば、 医療を受けるために別の人を呼びます。 それができない場合は、 負傷
者の状況を見極めてから救援を要請して ください。

– 負傷者に人工呼吸または心臓マッサージが必要かど うかを判断し、 適切な処置を施し
て ください。

• ASAのシャーシは、 指定された定格電力の範囲内で、 製品の使用説明書に従って使用して
ください。

• 『Regulatory Compliance and Safety Information』 文書に一覧表示されている、 地域および国
内の電気規定に従って ASA を設置します。

• AC 入力電源モジュールを搭載した ASA 5500-X モデルには、アース  タ イプの電源コンセン
ト に適合するアース  タ イプのプラグが付いた 3 線コードが同梱されています。 これは大変
重要な安全メカニズムです。 装置のアースは、 地域および国内の電気規定に適合させる必
要があ り ます。

静電破壊の防止

静電放電 （ESD） によって機器が損傷し、 電子回路に不具合が生じる可能性があ り ます。 静電放
電は、 電子部品の取り扱いが不適切な場合に生じ、 障害あるいは断続的障害を引き起こします。

• 部品の取り外しまたは交換を行う と きは、 必ず静電気防止手順に従って ください。 シャー
シが電気的にアースに接続されている こ と を確認して ください。 静電気防止用リ ス ト  ス ト
ラ ップを肌に密着させて着用して ください。 ク リ ップをシャーシ  フレームの塗装されてい
ない表面に止めて、 静電気が安全にアースに流れるよ うにします。 静電放電による損傷と
シ ョ ッ クを防止するには、 リ ス ト  ス ト ラ ップと コードを効果的に作用させる必要があ り ま
す。 リ ス ト  ス ト ラ ップがない場合は、 シャーシの金属部分に触れて、 身体を接地して くだ
さい。

• 安全を確保するために、 静電気防止用ス ト ラ ップの抵抗値を定期的にチェ ッ ク して くださ
い。 抵抗値は 1 ～ 10MΩ である必要があ り ます。

一般的な設置場所の要件
この項では、 システムの安全な設置と操作を行う ための設置場所の必要条件について説明しま
す。 設置場所の準備を整えてから、 設置を開始して ください。

この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「設置場所の環境」 （P.2-3）

• 「問題を避けるための設置場所の構成」 （P.2-4）

• 「電源装置に関する考慮事項」 （P.2-4）

• 「機器ラ ッ クの構成」 （P.2-6）

設置場所の環境

シャーシは、 卓上に置くか、 ラ ッ クに取り付けます。 システムを正常に動作させるには、
シャーシの位置、 機器ラ ッ クまたは配線室の配置が非常に重要です。 装置間の間隔が狭すぎる
と、 換気が十分に行われず、 またパネルに手が届きにく く なるため、 システムの誤動作や停止
の原因にな り ます。 また、 不適切な配置によって、 シャーシのメンテナンスも困難にな り ます。

物理仕様については、 「ハード ウェア仕様」 （P.1-16） を参照して ください。
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設置場所のレイアウ ト と装置の場所を検討する と きは、 次の項 「問題を避けるための設置場所
の構成」 （P.2-4） に書かれている注意事項を念頭に置いて、 装置の故障を防止し、 環境が原因
でシステムが停止する こ とがないよ うにして ください。 既存の装置で停止やエラーが頻繁に起
きている場合にも、 この注意事項を参考にする こ とによ り、 障害の原因を突き止め、 今後問題
が起きないよ うに予防する こ とができます。

問題を避けるための設置場所の構成

次の注意事項を考慮する こ とで、 シャーシに適した動作環境を確保し、 環境による装置の故障
を防ぐこ とができます。

• 電子機器は放熱します。 空気の循環が不十分な場合、 周辺の温度が上昇し、 その結果、 適
切な動作温度まで装置を冷却できな くなる こ とがあ り ます。 システムを使用する室内で十
分に換気が行われるよ うにして ください。

• 前述した静電気防止手順に従って、 装置の損傷を防いでください。 静電放電による損傷に
よって、 即時または断続的な機器障害が発生する可能性があ り ます。

• シャーシ カバーが完全に取り付けられている こ と を確認して ください。 シャーシは内部を
冷却用の空気が適切に流れるよ うに設計されています。 シャーシが開いている と、 空気が
漏れて、 内蔵部品に冷却用の空気が行き渡らな くなった り、 空気の流れが妨害される こ と
があ り ます。

電源装置に関する考慮事項

次の考慮事項を検討して ください。

• シャーシを設置する前に、 設置場所の電源を調べ、 「質の良い」 （スパイ クやノ イズのない）
電力が供給されているかど うかを確認して ください。 必要に応じて電源調整器を設置し、
電源電圧で適切な電圧および電力レベルを確保して ください。

• 設置場所で適切にアースし、 雷や電力サージによる損傷を防止して ください。

• ASA のシャーシでは、 ユーザが動作範囲を選択できません。 シャーシの正確な  AC 入力電
源の仕様については、 そのラベルを参照して ください。

• AC 入力電源モジュールには数種類のコードが用意されています。 設置場所に適したタ イ
プを使用して ください。

• できるだけ、 Uninterruptible Power Source （UPS; 無停電電源） を使用して ください。

また地域の仕様に従った適切な  AC 電源コードを使用して、 アプラ イアンスに電源を供給する
必要があ り ます。 表 2-1 では、 AC 電源に使用する電源コードを示します。
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表 2-1 AC 入力電源コードのオプシ ョ ン

ロケール 部品番号 長さ プラグ定格 プラグ タイプ

300 W AC 電源 
電源カプラ

北米 CAB-AC （72-0259） 8.2 フ ィー ト
（2.5 m）

125 VAC、 10 A

オース ト
ラ リ ア , 

CAB-ACA

（72-0746-01）
8.2 フ ィー ト
（2.5 m）

250 VAC、 10 A

ヨーロ ッパ
（イ タ リ アを
除く ）

CAB-ACE

（72-0460）
8.2 フ ィー ト
（2.5 m）

250 VAC、 10 A

イ タ リ ア CAB-ACI 72-0556 8.2 フ ィー ト
（2.5 m）

250 VAC、 10 A

シンガポール

英国

CAB-ACU 72-0557 8.2 フ ィー ト
（2.5 m）

250 VAC、 10 A

アルゼンチン CAB-ACR

（37-0995-01）
8.2 フ ィー ト
（2.5 m）

250 VAC、 10 A

スイス CAB-ACS

（72-1483-01）
8.2 フ ィー ト
（2.5 m）

250 VAC、 10 A

日本 CAB-JPN

（72-1925-01）
8.2 フ ィー ト
（2.5 m）

250 VAC、 10 A
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第 2 章      設置の準備 
  一般的な設置場所の要件
機器ラックの構成

次の参考事項を考慮する こ とで、 機器ラ ッ クを適切に構成できます。

• 閉鎖型ラ ッ クには、 適切な通気が必要です。 各シャーシで熱が発生するため、 ラ ッ ク内に
装置を詰め込みすぎないよ うに注意して ください。 閉鎖型ラ ッ クには、 放熱口と冷気を送
るファンが必要です。

• オープンラ ッ クにシャーシを設置する場合、 ラ ッ ク  フレームが吸気口または排気口をふさ
がないよ うにして ください。 シャーシをスラ イ ド板の上に置く場合には、 シャーシをラ ッ
クに完全に収めてから、 シャーシの位置を確認して ください。

• 閉鎖型ラ ッ クの上部に換気用ファンが付いている場合には、 ラ ッ クの下段に設置した装置
の熱が上昇し、 上段の装置の吸気口から入り込む可能性があ り ます。 ラ ッ ク下段の装置に
対して、 十分な換気が行われるよ うにして ください。

• バッフルは吸気から排気を分離する と きに役立ちます。 また、 シャーシ内に冷気を取り込
むためにも役立ちます。 隔壁は、 シャーシ内に冷気を行き渡らせるためにも有効です。 隔
壁の最適な取り付け位置は、 ラ ッ ク内の空気がどのよ うに流れるかによって異な り ます。

イン ド CAB-IND-10A

(37-0863-01)

8.2 フ ィー ト
（2.5 m）

250 VAC、 10 A

南アフ リ カ AIR-PWR-CORD-SA

(37-0346-01)

8.2 フ ィー ト
（2.5 m）

250 VAC、 10 A

表 2-1 AC 入力電源コードのオプシ ョ ン （続き）

ロケール 部品番号 長さ プラグ定格 プラグ タイプ
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章第 3

 ASA 5500-X の設置と接続

この章では、 ASA のラ ッ クへの取り付けと インターフェイス  ケーブルの接続方法について説
明します。 この章には次の項が含まれています。

• 「シャーシのラ ッ クへの取り付け」 （P.3-1）

• 「ケーブルの接続、 電源の投入、 および接続の確認」 （P.3-13）

シャーシのラックへの取り付け
• 「ラ ッ クへの取り付けに関するガイ ド ラ イン」 （P.3-1）

• 「ASA 5512-X、 5515-X、 および 5525-X のラ ッ クへのブラケッ ト を使用した取り付け」
（P.3-2）

• 「ス ラ イ ド  レール マウン ト  システムを使用した ASA 5500-X シャーシのラ ッ クへの取り付
け」 （P.3-4）

ラックへの取り付けに関するガイドライン

警告 ラ ッ クへのユニッ トの設置や、 ラ ッ ク内のユニッ トの保守作業を行う場合は、 負傷事故を防ぐた
め、 システムが安定した状態で置かれているこ とを十分に確認して く ださい。 安全に関するガイ ド
ラインは次のとおりです。 この装置だけをラ ッ クにマウン トする場合、 ラ ッ クの一番下にマウン ト
して く ださい。 すでに別の装置がマウン ト されているラ ッ クにこの装置をマウン トする場合、 最も
重い装置を一番下にして、 重い順にラ ッ クの下から上へと設置するよ うにします。 ラ ッ クにスタビ
ライザが付属している場合、 スタビライザを取り付けてから、 ラ ッ クへマウン ト またはラ ッ クでの
作業を行って く ださい。 ステート メ ン ト  1006

次の情報は、 ラ ッ クへの機器の取り付けを計画する場合に役立ちます。

• メ ンテナンスのために、 ラ ッ クの周囲にスペースを確保して ください。

• ラ ッ クにスタビラ イザが付属している場合、 スタビラ イザを取り付けてから、 ラ ッ クへの
装置の取り付けまたはラ ッ クでの作業を行います。

• 閉鎖型ラ ッ クにデバイスをマウン トする場合、 換気が十分に行われるよ うにします。 閉鎖
型ラ ッ クに装置を詰め込みすぎないよ うにして ください。 各装置で熱が発生するため、 ラ ッ
ク内に装置を詰め込みすぎないよ うに注意して ください。
3-1
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第 3 章      ASA 5500-X の設置と接続 
  シャーシのラックへの取り付け
• 開放型ラ ッ クに装置をマウン トする場合、 ラ ッ クのフレームで吸気口や排気口をふさがな
いよ うに注意して ください。

• ラ ッ クに装置を  1 つだけマウン トする場合は、 ラ ッ クの一番下にマウン ト します。

• すでに別の装置がこのラ ッ クに取り付けられている場合は、 最も重い装置をラ ッ クの一番
下に取り付け、 重い順にラ ッ クの下から上へと設置します。

ASA 5512-X、 5515-X、 および 5525-X のラックへのブラケッ ト を使用した
取り付け

ASA 5512-X、 5515-X、 および 5525-X アプラ イアンスは、 シャーシの前面にラ ッ ク  マウン ト  ブ
ラケッ ト が取り付けられた状態で出荷されます。 ラ ッ クの背面にシャーシを取り付ける場合
は、 シャーシの前面からシャーシの背面にブラケッ ト を移動できます。

ステップ 1 （任意） シャーシをラ ッ クの背面に取り付けるには、 シャーシの背面にブラケッ ト を移動します。

a. 図 3-1 に示すよ うに、 シャーシから ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を取り外します。

図 3-1 シャーシの前面からのブラケッ トの取り外し

b. 図 3-2 に示すよ うに、 シャーシの穴にブラケッ ト を取り付けて、 シャーシの背面にブラ
ケッ ト を取り付けます。 ブラケッ ト をシャーシに固定する と、 シャーシをラ ッ クに取り付
ける こ とができるよ うにな り ます。

図 3-2 シャーシの背面へのブラケッ トの取り付け
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第 3 章      ASA 5500-X の設置と接続

  シャーシのラックへの取り付け
ステップ 2 前面ベゼルをコールド  アイルに向けてシャーシを設置する こ と をお勧めします （前面から背
面へのエアーフローの例については図 3-3 を参照して ください）。

図 3-3 エアーフローの方向

ステップ 3 ラ ッ クに合った付属のネジを使用して、 シャーシをラ ッ クに取り付けます （図 3-4）。

図 3-4 シャーシのラックへの取り付け
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第 3 章      ASA 5500-X の設置と接続 
  シャーシのラックへの取り付け
スライド  レール マウン ト  システムを使用した ASA 5500-X シャーシの
ラックへの取り付け

スラ イ ド  レール マウン ト  システムを使用する こ とによ り、 シャーシを素早く、 簡単に、 そし
て安全にラ ッ クに取り付ける こ とができます。 5545-X および 5555-X シャーシにはスラ イ ド  
レール マウン ト  システムが付属しており、 取り付けはこのシステムを使用してのみ行う こ と
ができますが、 他の任意の ASA 5500-X シ リーズ シャーシにも このスラ イ ド  レール マウン ト  
システムを使用する こ とができます。

• 「ASA 5512-X、 ASA 5515-X、 または ASA 5525-X でスラ イ ド  レール ラ ッ ク  マウン ト  シス
テムを使用するための準備」 （P.3-4）

• 「ス ラ イ ド  レール マウン ト  システムを使用したシャーシへのラ ッ クへの取り付け」 （P.3-5）

ASA 5512-X、 ASA 5515-X、 または ASA 5525-X でスライド  レール ラック  マウン ト  システム
を使用するための準備

これらの手順は、 スラ イ ド  レール ラ ッ ク  マウン ト  システムを使用して、 ASA 5512-X、 ASA 
5515-X、 または ASA 5525-X シャーシの取り付けを準備する方法について説明します。 これら
のシャーシ モデルには、 事前に取り付けられた固定のラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト が付属して
います。 このブラケッ トは、 スラ イ ド  レール ラ ッ ク  マウン ト  キッ ト に付属しているダイカス
ト  ブラケッ ト に取り換える必要があ り ます。

ステップ 1 スラ イ ド  レール ラ ッ ク  マウン ト  キッ ト から、 2 つのダイカス ト  ブラケッ ト 、 6 本のネジ、 4 本
の肩付きネジを見つけます。 これらは、 シャーシのサイ ド  レール ラ ッ クへの取り付けを準備
するために必要です。

ステップ 2 各ブラケッ ト を固定している  3 本のブラケッ ト  ネジを取り外して、 シャーシの両側に事前に取
り付けられた固定ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を取りはずします （図 3-5 を参照）。

図 3-5 シャーシの両側に事前に取り付けられたネジおよびブラケッ トの取り外し
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第 3 章      ASA 5500-X の設置と接続

  シャーシのラックへの取り付け
ステップ 3 ブラケッ ト の端にあるタブをシャーシの穴の位置に合わせて差し込み、 所定の位置に固定する
こ とによって、 ダイカス ト  ブラケッ ト をシャーシの両側に取り付けます。 これによ り、 ブラ
ケッ ト がシャーシの前面プレート （ベゼル） と一体化するよ うにな り ます。 3 本のネジで各ブ
ラケッ ト をシャーシに固定します 
（図 3-6 を参照）。

図 3-6 3 本のネジを使用したダイカスト  ブラケッ トの取り付け

ステップ 4 2 本の肩付きネジをシャーシのいずれかの側のネジ穴の位置に取り付けて （図 3-7 に片側を示
します）、 ネジが締まっている こ と を確認します。

図 3-7 シャーシのいずれかの側への 2 本の肩付きネジの取り付け

スライド  レール マウン ト  システムを使用したシャーシへのラックへの取り付け

この項では、 スラ イ ド  レール マウン ト  システムを使用してシャーシを取り付ける方法につい
て説明します。
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第 3 章      ASA 5500-X の設置と接続 
  シャーシのラックへの取り付け
スラ イ ド  レール マウン ト の使用が推奨されますが、 スラ イ ド  レールが適合しない 2 レール 
ラ ッ クの場合は、 ラ ッ ク  マウン ト  ブラケッ ト を使用できます。 それらは別個に購入する必要
があ り ます （ASA-BRACKETS=）。 ブラケッ トは接続する と きにわずかに曲がる こ とに注意し
て ください。 シャーシの前面または背面にブラケッ ト を取り付けるための手順については、
「ASA 5512-X、 5515-X、 および 5525-X のラ ッ クへのブラケッ ト を使用した取り付け」 （P.3-2） 
を参照して ください。

始める前に

• 梱包内容の確認

• ラ ッ ク  タ イプの確認

スラ イ ド  レールは角穴のラ ッ ク向けに事前に組み立てられています。 丸穴のラ ッ ク とネジ
穴のラ ッ クに対しては追加の手順が必要です。 次の図は、 角穴のラ ッ クのインサート を取
り付けたスラ イ ド  レールを示しています。

• 必要なツールである、 プラス  ド ラ イバおよびプラス皿頭ネジ ド ラ イバを見つけます （ネジ
穴ラ ッ ク用）。

A スラ イ ド  レール （X2） （角穴のラ ッ ク用の
構成）

B 内側のスラ イ ド用プラス皿頭ネジ （X2）

C 丸穴ラ ッ ク用丸穴インサート （X4） D ネジ穴ラ ッ ク用ネジ穴ブラケッ ト （X2）

E ネジ穴ラ ッ ク用ネジ穴のスタンドオフ （X2） F ネジ穴のラ ッ ク用プラスなべネジ （X8）
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第 3 章      ASA 5500-X の設置と接続

  シャーシのラックへの取り付け
スライ ド  レール マウン ト  システムを使用してシャーシを取り付けるには、 次の手順に従います。

ステップ 1 スラ イ ド  レールの分解

a. 外側のスラ イ ド  レールから内側のスラ イ ド  レールを引き出します。

b. プラスチッ ク  タブを前方にスラ イ ド させ、 内側のスラ イ ド  レールを引き出して外側のスラ
イ ド  レールから取り外します。

c. も う  1 つのスラ イ ド  レールに対してこれらのステップを繰り返します。

ステップ 2 シャーシへ内側レールを取り付けます。

a. 一方の内側のスラ イ ド  レールのキー穴をシャーシの肩付きネジの上に合わせます。 肩付き
ネジが所定の位置に収まるよ う 、 内側のスラ イ ド  レールを前方にスラ イ ド させます。

前面

3
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0
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  シャーシのラックへの取り付け
b. プラ ス  ド ラ イバを使用して  1 本のプラ ス皿頭ネジで内側のス ラ イ ド  レールを固定しま
す （B）。

c. このページの前の手順を繰り返して、 も う一方の内側のスラ イ ド  レールをシャーシに固定
します。

ステップ 3 （丸穴およびネジ穴のラ ッ クのみ） 丸穴のラ ッ ク またはネジ穴のラ ッ ク用にスラ イ ド  レールを
カスタマイズします。

a. プラス  ド ラ イバを使用して、 レールの背面から四角いインサート を取り外します。 2 本の
プラスのネジを取っておきます。

b. レールの前面から四角いインサート を取り外します。 2 本のプラスのネジを取っておきます。

c. （丸穴のラ ッ クのみ） 丸穴 （C） インサー ト をレールの背面に合わせ、 保存してある  2 つの
ネジで固定します。
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d. 丸穴インサート （C） またはネジ穴ブラケッ ト （D） をフ ッ ク上のレールの前面に合わ
せます。

– 丸穴インサート ： 保存している  2 本のネジで固定します。

 

– ネジ穴インサート ： プラス皿頭ネジ ド ラ イバを使用してネジ穴スタン ドオフ （E） に固
定します。

背面のアダプタには追加のハード ウェアは必要あ り ません。

e. も う  1 つのスラ イ ド  レールに対してこれらのステップを繰り返します。

3
3
0
8
8
0

33
08

78

33
08

76
3-9
Cisco ASA 5500-X シリーズ ハードウェア設置ガイド

OL-32129-01-J



  

第 3 章      ASA 5500-X の設置と接続 
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ステップ 4 ラ ッ クに外側のスラ イ ド  レールを取り付けます。

（注） 前面ベゼルをコールド  アイルに向けてシャーシを設置する こ と をお勧めします （前面
から背面へのエアーフローの例については図 3-3 を参照して ください）。

図 3-8 エアーフローの方向

丸穴のラックおよび角穴のラック

a. 外側のスライ ド  レールの 1 台の前面を直立の状態でラ ッ クに合わせ、 前方に押して、 カチッ
と留めます。 外側のスライ ド  レールの背面を直立の状態でラ ッ クに合わせ、 リ リース  タブを
引き、 ラ ッ クの方へスライ ド  レールを押し、 タブを リ リースし、 カチッ と留めます。

（注） 奥行きが 24 インチ未満のラ ッ クの場合は、 背面ブラケッ ト をプラス  ド ラ イバで取り外
し、 リ リース  タブを引き、 ラ ッ クに対して適切な長さにスラ イ ド  レールを調整します。
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b. も う  1 つの外側のスラ イ ド  レールを固定します。

 

ネジ穴のラック

a. 前面ラ ッ ク支柱にスラ イ ド  レールの位置を合わせます。 付属のプラスのなべネジ  2 本でス
ラ イ ド  レールを固定します （F）。

b. 背面ラ ッ ク支柱にスラ イ ド  レールの位置を合わせます。 付属のプラスのなべネジ  2 本でス
ラ イ ド  レールを固定します （F）。

c. も う  1 つのスラ イ ド  レールと ラ ッ クの位置を合わせます。
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第 3 章      ASA 5500-X の設置と接続 
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ステップ 5 シャーシを取り付けます。

a. 外側のスラ イ ド  レールと内側のスラ イ ド  レールの位置を合わせます。 所定の位置でロ ッ ク
されるまで外側のスラ イ ド  レールに内側のスラ イ ド  レールを差し込みます。

 

b. 側面の リ リース  タブを引いて内側のスラ イ ド  レールのロ ッ クを解除し、 シャーシをラ ッ ク
内に押し込みます。

 

ステップ 6 前面の非脱落型ネジを使用して、 シャーシをラ ッ クに固定します。
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第 3 章      ASA 5500-X の設置と接続

  ケーブルの接続、 電源の投入、 および接続の確認
ケーブルの接続、 電源の投入、 および接続の確認
この項では、 シャーシにケーブルを接続し、 電源をオンにする方法について説明します。

警告 この装置の 設置、 交換、 保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。 ステート メ
ン ト  49

注意 本書に記載されたすべてのタスクを実行するには、 ASA 5500-X の 『Regulatory Compliance and 
Safety information』 文書に記載された安全に関する警告を読み、 適切な安全に関する手順に従って
ください。 http://www.cisco.com/en/US/docs/security/asa/hw/regulatory/compliance/asa5500x_rcsi.html 
にある  RCSI を参照して ください。

Cisco ASA 5500-X シ リーズ ハード ウェアは、 AC 電源で動作し、 AC 電源が失われたと きにシ
ステムの前の電源状態に復元する機能をサポート しています。

以前の ASA （V01） では、 電源スイ ッチを使用して電源をオンにする必要があ り ます。 新しい 
ASA （V02） は、 電源ケーブルを差し込むと自動的にオンにな り ます。 ご使用のバージ ョ ンを
確認するには、 次のいずれかを実行します。

• CLI プロンプ ト で show inventory コマン ドを入力し、 出力で V01 または V02 を探します。

• シャーシの背面で、 V01 または V02 の VID PID ラベルを確認します。

V01 シャーシの場合は、 次の制限を確認して ください。

• ASA に AC 電源が適用されてから、 電力状態を更新し、 保存するまでに 50 秒が必要です。
これは、 AC 電源供給後の最初の 50 秒以内に AC 電源が取り外される と、 電力状態の変更
が検出されないこ とを意味します。

• ASA がスタンバイ  モードになってから、 電力状態を更新し、 保存するまでに 10 秒が必要
です。 これは、 スタンバイ  モードになってから最初の 10 秒以内に AC 電源が取り外される
と、 電力状態の変更 （スタンバイ  モードを含む） が検出されないこ とを意味します。

V02 シャーシに対しては、 上記の制限は適用されません。
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ケーブルを接続し、 電源を投入し、 接続を確認するには、 次の手順に従います。

ステップ 1 シャーシを平坦で安定した場所に置くか、 ラ ッ クマウン ト の場合は、 ラ ッ クに設置します。

ステップ 2 インターフェイス  ケーブルを接続します。

a. 管理 0/0 インターフェイス。 ASDM または CLI で使用します。 イーサネッ ト  ケーブルを使
用して管理 PC に直接接続する こ と も、 その PC と  ASA を同じ管理ネッ ト ワークに接続す
る こ と もできます。 DHCP を使用して IP アド レスを取得するよ うに PC を設定します。

（注） management-only コマン ドを使用する こ とで、 任意のインターフェイスを管理専用
インターフェイス と して設定できます。 管理インターフェイスで管理専用モードを
ディセーブルにする こ とはできません。

b. （任意） コンソール ポート 。 CLI で使用します。 付属のシ リ アル コンソール ケーブルを使
用して、 管理 PC またはターミナル サーバを接続します。 コンソール ケーブルには、 一方
の端にコンピュータのシ リ アル ポート用の DB-9 コネク タがあ り、 も う一方の端に RJ-45 
コネク タがあ り ます。 PC にシ リ アル ポート がない場合は、 DB-9-to-USB シ リ アル アダプ
タを入手する必要があ り ます。

c. ギガビッ ト  イーサネッ ト インターフェイス。 データ  ネッ ト ワークで使用します。 取り付け
られたネッ ト ワーク  インターフェイスには、 標準の RJ-45 イーサネッ ト  ケーブルを使用し
ます。 オプシ ョ ンの I/O 光ファ イバ ・ カードには、 SFP モジュールを使用します。 「SFP モ
ジュールの取り付けおよび取り外し」 （P.4-11） を参照して ください。

1 （任意） I/O カード。 光ファ イバ 
I/O カードがある場合は、 SFP モ
ジュール （付属していません）
を使用します。

2 管理 0/0 インターフェイス （RJ-45）

3 コンソール ポート （RJ-45） 4 ギガビッ ト  イーサネッ ト  インターフェイス
（RJ-45）

37
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00

ネットワーク管理 PC

コンソール管理 PC

保護されて
いないネット
ワーク

保護されて
いるネット
ワーク
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第 3 章      ASA 5500-X の設置と接続

  ケーブルの接続、 電源の投入、 および接続の確認
（注） ASA の任意の未使用のギガビッ ト  イーサネッ ト  インターフェイスを、 フェール
オーバー リ ンク と して使用できます。 フェールオーバー リ ンク  インターフェイス
は、 通常のネッ ト ワーク  インターフェイス と しては設定されません。 フェールオー
バー リ ンク と してのみ使用されます。 フェールオーバー リ ンクは、 リ ンクにホス ト
またはルータのない専用スイ ッチを使用するか、 装置を直接リ ンクするためのイー
サネッ ト  ケーブルを使用して接続できます。

ステップ 3 電源コードを  ASA に接続し、 も う一方の端を電源に接続します。

ステップ 4 新しい ASA の場合は、 電源コードのプラグを差し込むと自動的に電源がオンにな り ます。 前
面パネルの電源ボタンを押さないでください。

以前の ASA の場合は、 電源ボタンを押します。

ステップ 5 ASA のシャーシの前面にある電源 LED を確認します。 これがグ リーンに点灯している場合、
ASA の電源はオンです。

ステップ 6 ASA シャーシの前面のステータス  LED を確認します。 これがグ リーンに点灯している場合、
ASA はパワーオン診断に合格しています。
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  ケーブルの接続、 電源の投入、 および接続の確認
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章第 4

ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレー
ドの手順

この章で説明する手順を実行する前に、 以下にある 『Regulatory Compliance and Safety 
Information for the Cisco ASA 5500-X Series』 文書を必ずお読みください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/asa/hw/regulatory/compliance/asa5500x_rcsi.html

この章は、 次の項で構成されています。

• 「シャーシ カバーの取り外しおよび再装着」 （P.4-1）

• 「拡張 I/O カードの取り付け」 （P.4-3）

• 「SFP モジュールの取り付けおよび取り外し」 （P.4-11）

• 「電源装置の取り外し と取り付け」 （P.4-13）

• 「SSP のソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブの取り付けおよび取り外し」 （P.4-22）

シャーシ カバーの取り外しおよび再装着
この項では、 シャーシ カバーの取り外し と再装着の方法について説明します。 取り上げる ト
ピ ッ クは次のとおりです。

• 「シャーシ カバーの取り外し」 （P.4-1）

• 「シャーシ カバーの付け直し」 （P.4-2）

シャーシ カバーの取り外し  
シャーシ カバーを取り外すには、 次の手順に従います。

ステップ 1 シャーシの電源を切り ます。

警告 オン /オフ  スイ ッチのあるシステムを扱う際は、 事前に電源をオフにして、 電源コードを外してお
いて く ださい。 ステート メ ン ト  1

ステップ 2 シャーシの前面の取り付けネジを回します。 図 4-1を参照して ください。  ネジが非常に固い場
合はド ラ イバを使用する必要があ り ます。
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  シャーシ カバーの取り外しおよび再装着
（注） シャーシ カバーを取り外しても、 シスコの保証には影響はあ り ません。 ASAのアップ
グレードに、 特殊な工具は不要です。 また、 アップグレードによって高周波が漏れる こ
と もあ り ません。

図 4-1 シャーシ カバーの取り外し

ステップ 3 手をシャーシのふたの上に置き、 しっか り と押し下げ、 シャーシの背面に向かってカバーを押
して、 シャーシ  カバーを取り外します （図 4-1 を参照）。

ステップ 4 安全な場所にカバーを置きます。

シャーシ カバーの付け直し

注意 シャーシ カバーを外したままでASAを操作しないでください。 シャーシ  カバーの役割は、 内
蔵部品の保護、 電気シ ョー ト の防止、 および電子部品を冷却する空気を適切に循環させる こ と
です。

シャーシ カバーを再装着するには、 次の手順に従います。

ステップ 1 シャーシを安定した平坦な場所に置いて、 前面パネルを手前にします。

ステップ 2 シャーシ カバーの前面をシャーシの方に下げ、 前方に向かって所定の位置に収まるまで指し込
み、 取り付けネジを締めてシャーシ  カバーを固定します （図 4-2 を参照）。

1 取り付けネジ
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図 4-2 シャーシ カバーの付け直し

ステップ 3 シャーシをラ ッ クに再度取り付けます。

ステップ 4 ネッ ト ワーク  インターフェイス  ケーブルを再度接続します。

ステップ 5 シャーシの電源を入れます。

拡張 I/O カードの取り付け
ASA 5500-X シ リーズ アプラ イアンスの拡張 I/O カードは、 追加または交換する こ とができま
す。 これらのカードによ り、 6 つの GigabitEthernet 銅線ポート または Small Form-Factor 
Pluggable （SFP） ポー ト が追加されます。 この項では、 次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 「I/O カードの Cisco ASA 5512-X、 5515-X および 5525-X シャーシへの取り付け」 （P.4-3）

• 「I/O カードの Cisco ASA 5545-X および 5555-X シャーシへの取り付け」 （P.4-7）

I/O カードの Cisco ASA 5512-X、5515-X および 5525-X シャーシへの取り付け

既存の I/O カードを取り外し、 新しいカードを取り付けるには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 シャーシの電源をオフにし、 シャーシから電源コードを取り外し、 ラ ッ クからシャーシを取り
外します。

ステップ 2 アース  ス ト ラ ップを取り出して、 肌に密着するよ うに、 ス ト ラ ップの一端を手首に固定します。
も う一方の端をシャーシに接続します。 詳細については、 「静電破壊の防止」 （P.2-3） を参照して
ください。 

ステップ 3 プラス  ド ラ イバを使用して、 シャーシの背面にある非脱落型ネジを緩めます。

ステップ 4 手をシャーシのふたの上に置き、 しっか り と押し下げ、 シャーシの背面に向かってカバーを押
して、 シャーシ カバーを取り外します 

1 取り付けネジ
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ステップ 5 I/O カードの場所を確認します （図 4-3 を参照）。 拡張スロ ッ ト にカードを初めて追加する場合
は、 ステップ 9 に進みます。

図 4-3 I/O カードの場所

注意 シャーシから  I/O カードを取り外す前に、 青色の正規表現フレキシブル回路コネク タをマザー
ボードから外す必要があ り ます。 銅色の正規表現フレキシブル回路は、 I/O カードの取り外し
または取り付けプロセス中に破損する可能があるため、 取り扱いに注意します。

ステップ 6 正規表現フレキシブル回路の青いコネク タを露出するには、 緑のコネク タ  ク ランプの中央を押
し下げ、 ク ランプの右端を持ち上げてロ ッ クを外します （図 4-4 を参照）。

図 4-4 コネクタ  クランプの取り外し

1 I/O カード  ホルダー

2 電源モジュール
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ステップ 7 青色の正規表現ケーブル コネク タを、 慎重に、 かつしっかり と持ち上げて、 マザーボードから
取り外します （図 4-5 を参照）。

図 4-5 正規表現ケーブル コネクタの取り外し

ステップ 8 カード  カバーの穴のそれぞれに人差し指を入れ、 親指をカード  カバーの縁に置いて、 両手で 
I/O カードをシャーシから持ち上げて外します （図 4-6 （P.4-6） を参照）。 カードはしっか り と
固定されているので、 上向きにしっかり と力をかけ、 丁寧に動かします。

注意 カード  カバーの下の電子機器には手を触れないよ うにします。
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図 4-6 I/O カードを持ち上げて取り外す

ステップ 9 シャーシに新しい I/O カードを挿入します （図 4-7 を参照）。 I/O カードは、 次の条件が満たさ
れた場合に正し く固定されます。

a. PCIe バスがマザーボード上に適切に挿入されている。

b. 小さな黒のプラスチッ ク  ガイ ドがシャーシに完全に差し込まれている。

c. アセンブ リの 2 つのフッ クが最後にシャーシの端の 2 つのスロ ッ ト に差し込まれている。

図 4-7 I/O カードの取り付け 

1 人差し指の位置

2 親指の位置
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  拡張 I/O カードの取り付け
ステップ 10 正規表現リ ボン  ケーブルの青いコネク タの終端をマザーボードに接続し、 グ リーンのタブを閉
じます。

ステップ 11 シャーシ カバーを取り付け、 ラ ッ クにシャーシを再度設置します。

ステップ 12 電源ケーブルを取り付けます。

ステップ 13 新しい ASA の場合は、 電源コードのプラグを差し込むと自動的に電源がオンにな り ます。 前
面パネルの電源ボタンを押さないでください。

以前の ASA の場合は、 電源ボタンを押します。

ト ラフ ィ ッ クが通過を開始する と、 LED が点滅します。

I/O カードの Cisco ASA 5545-X および 5555-X シャーシへの取り付け

ASA 5545-X または 5555-X シャーシの既存の I/O カードを取り外し、 新しいカードを取り付け
るには、 次の手順に従います。

ステップ 1 シャーシの電源をオフにし、 シャーシから電源コードを取り外し、 ラ ッ クからシャーシを取り
外します。

ステップ 2 アース  ス ト ラ ップを取り出して、 肌に密着するよ うに、 ス ト ラ ップの一端を手首に固定します。
も う一方の端をシャーシに接続します。 詳細については、 「静電破壊の防止」 （P.2-3） を参照して
ください。

ステップ 3 シャーシ背面の非脱落型ネジを指で緩めます。

ステップ 4 手をシャーシのふたの上に置き、 しっか り と押し下げ、 シャーシの背面に向かってカバーを押
して、 シャーシ カバーを取り外します

ステップ 5 I/O カードの場所を確認します （図 4-8 を参照）。 拡張スロ ッ ト にカードを初めて追加する場合
は、 ステップ 9 に進みます。

図 4-8 I/O カードの場所

1 I/O カード  ホルダー

2 電源モジュール
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順 
  拡張 I/O カードの取り付け
（注） シャーシから  I/O カードを取り外す前に、 青色の正規表現フレキシブル回路コネクタをマ
ザーボードから外す必要があ り ます。 銅色の正規表現フレキシブル回路は、 I/O カードの
取り外しまたは取り付けプロセス中に破損する可能があるため、 取り扱いに注意します。

ステップ 6 正規表現フレキシブル回路の青いコネク タを露出するには、 グ リーンのコネク タ  ク ランプの中
央を押し下げ、 ク ランプの終端を持ち上げてロ ッ クを外します。 （図 4-9 を参照）。

図 4-9 コネクタ  クランプの取り外し

ステップ 7 青色のコネク タを、 慎重に、 かつしっかり と持ち上げて、 ボードから取り外します。 （図 4-10 
を参照）。
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順

  拡張 I/O カードの取り付け
図 4-10 正規表現ケーブル コネクタの取り外し  

ステップ 8 カード  カバーの穴のそれぞれに人差し指を入れ、 親指をカード  カバーの縁に置いて、 両手で 
I/O カードをシャーシから持ち上げて外します （図 4-11 を参照）。 カードはしっかり と固定さ
れているので、 上向きにしっかり と力をかけ、 丁寧に動かします。

図 4-11 I/O カードを持ち上げて取り外す
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順 
  拡張 I/O カードの取り付け
ステップ 9 シャーシに新しい I/O カードを挿入します （図 4-12 を参照）。 I/O カード  ホルダーは、 次の条
件が満たされた場合に正し く固定されます。

a. PCIe バスがマザーボード上に適切に挿入されている。

b. 小さな黒のプラスチッ ク  ガイ ドがシャーシに完全に差し込まれている。

c. アセンブ リの 2 つのフッ クが最後にシャーシの端の 2 つのスロ ッ ト に差し込まれている。

図 4-12 新しい I/O カードの挿入

ステップ 10 フレキシブル正規表現回路をシャーシ側の黄色のチャネルに注意深く装着し （図 4-13 を参照）、
青い正規表現ケーブル コネク タの終端をマザーボードに接続します。

図 4-13 チャネルからの正規表現フレキシブル回路の装着と接続
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順

  SFP モジュールの取り付けおよび取り外し
ステップ 11 グ リーンのコネク タ  ク ランプを閉じます。

ステップ 12 シャーシ カバーを取り付け、 ラ ッ クにシャーシを再度設置します。

ステップ 13 電源コードを取り付け、 シャーシの電源を再度オンにします。 ト ラフ ィ ッ クが通過を開始する
と、 LED が点滅します。

SFP モジュールの取り付けおよび取り外し
ASA は、 ギガビッ ト  イーサネッ ト接続を確立するために Small Form-factor Pluggable （SFP） モ
ジュールを使用します。 このモジュールは、 使用可能な  SFP ポート に装着される、 ホッ ト ス
ワ ップ可能な入出力デバイスです。 表 4-1 に、 サポー ト される  SFP モジュールを示します。

1000BASE-LX/LH と  1000BASE-SX SFP モジュールは、 光ファ イバ接続の確立に使用されます。
SFP モジュールに接続するには、 LC コネク タに光ファ イバ ケーブルを使用します。 SFP モ
ジュールは、 850 ～ 1550 nm の公称波長をサポート します。 ケーブルの長さは、 信頼できる通信
の要件であるケーブル長を超えるこ とはできません。 表 4-2 に、 ケーブル長の要件を示します。

ASAには、 シスコ認定の SFP モジュールのみを使用します。 SFP モジュールにはすべて、 セ
キュ リ テ ィ情報がエンコード された内部シ リ アル EEPROM が装着されています。 この符号化に
よって、 SFP モジュールがASAの要件を満たしているこ とを、 シスコが識別して検証できます。

この項では、 SFP モジュールの ASA への取り付けおよび取り外しを行って、光 GigabitEthernet 
接続を実現する方法について説明します。 この項で取り上げる ト ピ ッ クは次のとおりです。

• 「SFP モジュールの装着」 （P.4-12）

• 「SFP モジュールの取り外し」 （P.4-12）

表 4-1 サポート される SFP モジュール

SFP モジュール 接続タイプ  シスコの部品番号 

1000BASE-LX/LH 光ファ イバ GLC-LH-SM=

1000BASE-SX 光ファ イバ GLC-SX-MM=

表 4-2 光ファイバ SFP モジュールのケーブル要件

SFP モ
ジュール 

62.5/125 ミ クロ
ン  マルチモー
ド  850 nm ファ
イバ 

50/125 ミ クロン  
マルチモード  
850 nm ファイバ 

62.5/125 ミ クロ
ン  マルチモー
ド  1310 nm 
ファイバ 

50/125 ミ クロ
ン  マルチモー
ド  1310 nm 
ファイバ 

9/125 ミ クロ
ン  マルチモー
ド  1310 nm 
ファイバ 

LX/LH — — 550 m

（500 Mhz-km）

550 m

（400 Mhz-km）

10 km

SX  275 m

（200 Mhz-km）

550 m

（500 Mhz-km）

— — —
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順 
  SFP モジュールの取り付けおよび取り外し
注意 SFP からケーブルを外した後は、清潔なダス ト  プラグを  SFP に差し込んで SFP モジュールを保
護します。 別の SFP モジュールの光ボアにファ イバ ケーブルを再接続する前に、 ケーブルの受
光面が汚れていないこ とを確認して ください。 SFP モジュールの光ボアが埃などで汚れないよ
うにします。 光学機器は、 埃が付着する と正し く動作しません。

警告 光フ ァイバケーブルが接続されていない場合、 ポートの開口部から目に見えないレーザー光が放射
されている可能性があります。 レーザー光にあたらないよ うに、 開口部をのぞきこまないで く ださ
い。 ステート メン ト  70

SFP モジュールの装着

SFP モジュールを装着するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 SFP モジュールをポート の位置に合わせ、 ロ ッ クする位置までポート  スロ ッ ト に差し込みます
（図 4-14 を参照）。

図 4-14 SFP モジュールの装着 

ステップ 2 光ポート  プラグを取り外し、 ネッ ト ワーク  ケーブルを SFP モジュールに接続します。

注意 ケーブルを接続する準備ができるまでは、 SFP から光ポート  プラグを取り外さないでください。

ステップ 3 ケーブルのも う一方の端をネッ ト ワークに接続します。

SFP モジュールの取り外し

SFP モジュールでは、 SFP ポー ト に SFP モジュールを固定するために、 さまざまなラ ッチ デザ
インが使用されています。 各種のモジュール デザインの種類を次の リ ス ト に記載します。

• マイ ラー タブ モジュール

• アクチュエータ /ボタン  SFP モジュール

1 光ポート  プラグ 2 SFP ポート  スロ ッ ト

3 SFP モジュール
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順

  電源装置の取り外しと取り付け
• ベール ク ラスプ SFP モジュール

• プラスチッ ク  カラー モジュール

（注） ラ ッチ デザインは SFP のモデルまたはテク ノ ロジーの種類に関係あ り ません。 SFP モデルとテ
ク ノ ロジーの種類については、 SFP の側面にあるラベルを参照して ください。

SFP モジュールを取り外すには、 次の手順に従います。

ステップ 1 SFP からすべてのケーブルの接続を外します。

警告 光フ ァイバケーブルが接続されていない場合、 ポートの開口部から目に見えないレーザー光が放射
されている可能性があります。 レーザー光にあたらないよ うに、 開口部をのぞきこまないで く ださ
い。 ステート メン ト  70

注意 SFP を取り外すと きに、 ケーブル接続を引っ張らないでください。

ステップ 2 対象の SFP ラ ッチを図 4-15 の説明に従って接続解除します。

図 4-15 SFP ラッチ メカニズムの接続解除 

ステップ 3 SFP の両側をつかんで、 ポー ト から取り外します。

電源装置の取り外しと取り付け
この項では、 電源装置の取り外し と取り付け方法について説明します。 取り上げる ト ピ ッ クは
次のとおりです。

• 「AC 電源装置の取り外し と取り付け」 （P.4-14）

• 「DC 入力電源装置の設置」 （P.4-16）

• 「DC 電源装置の取り外し と取り付け」 （P.4-20）

1 マイ ラー タブ 2 アクチュエータ /
ボタン

3 ベール ク ラスプ 4 プラスチッ ク  カ
ラー 
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順 
  電源装置の取り外しと取り付け
AC 電源装置の取り外しと取り付け

この手順は、 取り外し可能な AC 電源装置があるアプラ イアンスのみに該当します （ASA 
5545-X および ASA 5555-X）。 1 つのみの電源装置が設置されている場合は、 スロ ッ ト  0 （左の
スロ ッ ト ） にその電源装置が取り付けられており、 スロ ッ ト  1 （右のスロ ッ ト ） にスロ ッ ト  カ
バーが取り付けられている こ と を確認します。

注意 電源装置を取り外す際は、 サービスの中断を防ぐためにただちに交換して ください。

注意 アプラ イアンスの周囲が過熱した状態になる と、 シャ ッ ト  ダウンされるため、 再度手動で電源
を再投入してオンにする必要があ り ます。

警告 この装置には複数の電源接続部があります。 装置から電源を完全に取り外すには、 すべての接続を
完全に取り外す必要があります。 ステート メ ン ト  102

警告 この製品は、 設置する建物回路短絡 （過電流） 保護機構が備わっているこ とを前提に設計されてい
ます。 保護装置の定格が、 アメ リ カ合衆国の場合 120 VAC、 20 A （240 VAC、 10 A 国際規格） 以下で
あるこ とを確認して く ださい。 ステート メン ト  1005

AC 電源装置の取り外しおよび取り付け手順は、 次のとおりです。

ステップ 1 追加の電源装置を追加する場合は、 アプライアンスの背面から、 スロ ッ ト  カバーのレバーを左側
に押して解放し、 スロ ッ ト  カバーのハンドルをつかんでシャーシから引き出します （図 4-16を
参照）。 スロ ッ ト  カバーは今後使用する場合のために保存しておきます。 ステップ 3に進みます。

図 4-16 スロッ ト  カバーの取り外し

ステップ 2 電源装置の交換手順は、 次のとおりです。

a. アプラ イアンスの電源を切り ます。

b. アプラ イアンスの背面パネルから、 電源コードを抜きます。

c. 電源装置のレバーを左側に押し、 ハン ドルをつかんで電源装置を取り外してから、 反対の
手で電源装置の底面を支え、 電源装置をシャーシから引き出します （図 4-17 を参照）。
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順

  電源装置の取り外しと取り付け
図 4-17 AC 電源モジュールの取り外し

ステップ 3 新しい電源装置を電源装置ベイの位置に合わせ、 片手で電源装置の底面を支えながら適切な位
置に収まるまで押し込んで取り付けます （図 4-18 を参照）。

図 4-18 AC 電源の取り付け

ステップ 4 電源コードを接続します。 2 つの電源装置を取り付けて冗長な構成にする場合は、 それぞれを
電源 （UPS 推奨） に接続します。

ステップ 5 唯一の電源装置を交換するために電源を切った場合はアプラ イアンスの電源を入れます。

ステップ 6 前面パネルの PS0 と  PS1 のインジケータを調べ、 緑になっている こ と を確認します。 アプラ イ
アンスの背面パネルで、 取り付けられた各電源装置の下にある電源インジケータが緑である こ
と を確認します （図 4-19 を参照）。
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順 
  電源装置の取り外しと取り付け
図 4-19 背面の電源インジケータ

DC 入力電源装置の設置

警告 カバーは製品の安全設計のために不可欠な部品です。 カバーを装着しない状態でユニッ ト を操作し
ないで く ださい。 ステート メ ン ト  1077

警告 装置を取り付けるときには、 必ずアースを最初に接続し、 最後に接続解除します。 ステート メ ン ト  
1046

警告 次の手順を実行する前に、 DC 回路に電気が流れていないこ とを確認して く ださい。 ステート メン
ト  1003

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。 ス
テート メ ン ト  1030

警告 この製品は、 設置する建物回路短絡 （過電流） 保護機構が備わっているこ とを前提に設計されてい
ます。 保護装置の定格が 80VAC, 20A 以下であるこ とを確認して く ださい。 ステート メン ト  1005

ASA は、 発注された構成に応じて、 シャーシに 1 つまたは 2 つの DC 電源装置が搭載された状
態で出荷されます。 電源線を接続する必要があ り ます。 この項では、 DC 電源のアース線およ
び入力電源の導線をアプラ イアンスの DC 入力電源に取り付ける方法について説明します。 作
業を始める前に、 次の重要事項に留意して ください。
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順

  電源装置の取り外しと取り付け
• DC 入力電源モジュールの導線のカラー コーディ ングは、 設置場所の DC 電源のカラー 
コーディ ングによって異な り ます。 通常、 グ リーンまたはグ リーン /イエローはアース
（GND） に、 ブラ ッ クはマイナス （-） 端子の -48 V に、 レ ッ ドはプラス （+） 端子の RTN 
に使用します。 DC 入力電源に選んだ導線のカラー コードが、 DC 電源モジュールに使用さ
れている導線のカラー コード と一致している こ と を確認して ください。

• DC 電源装置の取り付けを開始する前に、 シャーシ アースがシャーシに接続されている こ
と を確認します。 詳細については、 「静電破壊の防止」 （P.2-3） を参照して ください。

図 4-20 に、 DC 電源装置が搭載された ASA 5512-X、 ASA 5515-X、 および ASA 5525-X の背面
パネルを示します。

図 4-20 ASA 5512-X、 ASA 5515-X、 および ASA 5525-X の背面パネル

図 4-21 に、 2 つの DC 電源装置が搭載された ASA 5545-X および ASA 5555-X の背面パネルを
示します。

図 4-21 ASA 5545-X および ASA 5555-X の背面パネル

（注） 1 つのみの電源装置が設置されている場合は、 スロ ッ ト  0 （左のスロ ッ ト ） にその電源装置が
取り付けられており、 スロ ッ ト  1 （右のスロ ッ ト ） にスロ ッ ト  カバーが取り付けられている こ
と を確認します。

1 固定ファン 2 固定 DC 電源
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順 
  電源装置の取り外しと取り付け
アプラ イアンスに DC 電源装置を接続するには、 次の手順に従います。

ステップ 1 DC 電源装置の取り付けを開始する前に、 シャーシ アースがシャーシに接続されている こ と を
確認します。

ステップ 2 電源モジュールへの回路ブレーカーをオフにします。

ステップ 3 アプラ イアンスの前面から、 電源スイ ッチが Standby の位置にある こ と を確認します。

ステップ 4 回路ブレーカーのスイ ッチ ハンドルを  Off の位置に移動し、 Off の位置に維持するためにテー
プを適用します。

ステップ 5 DC 入力電源に接続されている  3 本の各導線の被覆を剥すために、 10 ゲージのワイヤ ス ト リ ッ
パを使用します。 0.27 インチ （7 mm） + 0.02 インチ （0.5 mm） に導線の被覆を剥がします。
DC 電源接続部から導線が露出されたままになる可能性があるので、 推奨されている長さ以上
に被覆しないでください （図 4-22 を参照）。

図 4-22 DC 入力電源線の被覆の除去

警告 DC 入力電源に接続された導線が露出していると、 感電の危険性があります。 DC 入力電源線の露出
部分が端子ブロッ ク  プラグからはみ出ていないこ とを確認して く ださい。 ステート メ ン ト  122

ステップ 6 DC 電源接続部のプラス、 マイナス、 およびアースの供給口の位置を特定します。 推奨される
配線の順序は、 次のとおりです （図 4-23 （P.4-19） を参照）。

• アース線 （中央）

• プラス （+） 導線 （左）

• マイナス （-） 導線 （右）

1 導線の被覆を  0.27 インチ （7 mm） 剥がすこ とを推奨します。
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順

  電源装置の取り外しと取り付け
図 4-23 色分けされた導線

図 4-24 は、 導線を使用する  DC 電源モジュールを示します。

図 4-24 導線を使用する DC 電源

ステップ 7 1 本のアース線の露出した端を  DC 電源装置の差し込み口に挿入します。 導線を差し込んだら、
スプ リ ングで導線が抑えられ、 物理的に接触している こ と を確認します。 リード線が見えない
こ とを確認して ください。 DC 電源装置からは、 絶縁体で覆われた導線だけが伸びている必要
があ り ます。

1 マイナス （-） 導線 2 アース線

3 プラス （+） 導線
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順 
  電源装置の取り外しと取り付け
ステップ 8 残りの 2 本の DC 入力電源線 （プラス導線およびマイナス導線） でステップ 7 を繰り返し行っ
て ください。

ステップ 9 電源装置から導線が偶発的に触れて引き離される こ とがないよ うに、 タ イ  ラ ップを使用して電
源装置に接続されている導線を保護します。 タ イ  ラ ップではアース線にたるみを持たせて くだ
さい。 図 4-25 は、 導線が挿入され、 タ イ  ラ ップで保護された DC 電源装置を示します。

図 4-25 タイ  ラップによる DC の固定

ステップ 10 回路ブレーカーのスイ ッチ ハンドルからテープ （ある場合） を剥がし、 回路ブレーカーのハン
ドルを  On の位置に移動します。 アプラ イアンスに電力が供給される と電源インジケータが点
灯します。

DC 電源装置の取り外しと取り付け

（注） この手順は、 以下の取り外し可能な DC 電源装置があるアプラ イアンスにのみ該当します。
ASA 5545-X および ASA 5555-X。

DC 電源装置の取り付けおよび取り外しを行うには、 次の手順に従います。

ステップ 1 「静電破壊の防止」 （P.2-3） に説明されているよ うに、 DC 電源装置の取り付けを開始する前に、
シャーシ アースがシャーシに接続されている こ と を確認します。

ステップ 2 電源モジュールへの回路ブレーカーをオフにします。

ステップ 3 アプラ イアンスの背面で、 Standby スイ ッチを  Standby の位置に移動します。

ステップ 4 回路ブレーカーのスイ ッチ ハンドルを  Off の位置に移動し、 Off の位置に維持するためにテー
プを適用します。

ステップ 5 追加の電源装置を追加する場合は、 アプラ イアンスの背面から、 スロ ッ ト  カバーのレバーを左
側に押して解放し、 スロ ッ ト  カバーのハンドルをつかんでシャーシから引き出します 
（図 4-26を参照）。 スロ ッ ト  カバーは今後使用する場合のために保存しておきます。 ステップ 7
に進みます。

1 タ イ  ラ ップで固定された導線
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第 4 章      ASA 5500-X のメンテナンスとアップグレードの手順

  電源装置の取り外しと取り付け
図 4-26 スロッ ト  カバーの取り外し

ステップ 6 電源装置の交換手順は、 次のとおりです。

a. DC 電源装置から導線を取り外すには、 小さなプラス皿頭ネジ ド ラ イバを各導線の上にあ
る角穴に入れ、 スプ リ ングの負荷を緩めてから、 導線を電源装置からゆっ く り と抜きます 
（図 4-27 を参照）。

図 4-27 DC 電源装置からの導線の取り外し

b. 電源装置のロ ッ ク  レバーを左側に押し、 ハン ドルをつかんで電源装置を取り外してか
ら、 反対の手で電源装置の底面を支え、 電源装置をシャーシから引き出します （図 4-28 
を参照）。

図 4-28 DC 電源の取り外し
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  SSP のソリ ッ ド  ステート  ド ライブの取り付けおよび取り外し
ステップ 7 新しい電源装置を電源装置ベイに挿入し、 反対の手で電源装置の底面を支え、 適切な位置に収
まるまで押し込みます （図 4-29 を参照）。

図 4-29 DC 電源装置の取り付け

ステップ 8 DC 入力電源線を接続するには、 ステップ 5 からステップ 10 （「DC 入力電源装置の設置」
（P.4-16）） を参照して ください。

SSP のソリ ッ ド  ステート  ド ライブの取り付けおよび取り
外し

ASA CX および FirePOWER セキュ リ テ ィ  サービス  プロセッサ （SSP） モジュールの使用には、
ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブ （SSD） が必要です。 ASA 5512-X、 ASA 5515-X、 および ASA 
5525-X には 1 つの SSD を取り付ける こ とができます。 ASA 5545-X および ASA 5555-X の 
RAID 1 構成では、 2 つの SSD を取り付ける こ とができます。 サポート されるのはシスコの 
SSD のみです。

この項では、ASA 5500-X シ リーズ セキュ リ テ ィ  アプラ イアンスに対する ソ リ ッ ド  ステー ト  ド
ラ イブ （SSD） の取り付けおよび取り外しを行う方法について説明します。 取り上げる ト ピ ッ
クは次のとおりです。

• 「インス トール シナ リ オ」 （P.4-22）

• 「SSD の取り付けと取り外し」 （P.4-23）

インストール シナリオ

注意 データ損失を防ぐために、 障害が発生した SSD はできるだけ早く交換して ください。 すべて 
SSD を取り外すと、 SSP サービスはシャ ッ ト  ダウンされます。

5500-X シ リーズの ASA で SSD の取り付け、 取り外し、 交換が必要となる可能性があるのは、
次の条件下です。

• 単一ド ラ イブ モデルのド ラ イブで障害が発生したか、 デュアル ド ラ イブ モデルの両方の
ド ラ イブで同時に障害が発生した場合は、 ド ラ イブを交換する必要があ り ます。 この場合、
SSP はシャ ッ ト ダウンされるため、 SSP 機能はリ カバ リ処理の一環と して利用不可にな り
ます。 ASA を リ ロード して、 SSP を再イ メージ化する必要があ り ます。

• デュアルド ラ イブ モデルの 1 つのド ラ イブで障害が発生した場合は、 障害が発生したド ラ
イブをホッ ト  スワ ップする こ とができます。 この場合、 SSP はシャ ッ ト  ダウンせず、 ASA 
を リ ロードする必要はあ り ません。
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  SSP のソリ ッ ド  ステート  ド ライブの取り付けおよび取り外し
• まだ動作している ド ラ イブを交換する場合は、 ド ラ イブを交換する前に、 SSP をバッ ク
アップし、 適切な方法でシャ ッ ト  ダウンします。 次に、 ASA を リ ロード して、 SSP を再イ
メージ化する必要があ り ます。

• 既存の ASA に SSP を初めて追加する場合は、 ASA に SSD を取り付けたら、 ASA を リ ロー
ド して、 SSP を再イ メージ化する必要があ り ます。

SSD の取り付けと取り外し

SSD はホッ ト スワ ップ可能です。 SSD は、 ド ラ イブ ベイ内に設置したキャ リ アの中に存在しま
す。 AC または DC 電源を備えた SSD を使用できます。

（注） SSD を初めて取り付ける場合は、 ASA を リ ロード して、 インス トールされた SSP を再イ メー
ジ化する必要があ り ます。

図 4-30 にキャ リ ア内の SSD を示します。

図 4-30 キャリア内の SSD

ASA 5500-X シ リーズで SSD の取り付けと取り外しを行う場合は、 次の手順に従います。

ステップ 1 古いド ラ イブを取り外す必要がある場合は、ASA の前面パネルでベイの右側のボタンをロ ッ ク  
レバーが解除されるまで押して、 SSD を取り外します。 SSD を引き出します 

図 4-31 に、 1 つの SSD を搭載した ASA 5512/5515/5525-X モデルを示します。 図 4-32 に、 2 つ
の SSD を搭載した ASA 5545/5555-X を示します。

図 4-31  ASA 5512/5515/5525-X からの SSD の取り外し
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  SSP のソリ ッ ド  ステート  ド ライブの取り付けおよび取り外し
図 4-32  ASA 5545-X および ASA 5555-X からの SSD の取り外し

ステップ 2 SSD を取り付けるには、 アプラ イアンスの前面パネルで SSD キャ リ アの位置を  SSD ベイに合
わせて、 所定の位置に収まるまで押し込みます。 ロ ッ ク  レバーを所定の位置まで押します。

図 4-33に ASA 5512/5515/5525-X モデルを、 図 4-34 にASA 5545/5555-X モデルを示します。

図 4-33 ASA 5512/5515/5525-X への SSD の取り付け

図 4-34 ASA 5545-X および ASA 5555-X への SSD の取り付け

ステップ 3 ASA の前面パネルで、 HDD1 （上の SSD） および HDD0 （下の SSD） のインジケータが、 SSD 
がアクテ ィブになったこ とを示すグ リーンに点灯している こ と を確認します。

ステップ 4 ASA 5512-X、 ASA 5515-X、 または ASA 5525-X でド ラ イブを交換した場合は、 適切なブート  
イ メージを使用して  SSP を再インス トールする必要があ り ます。 詳し くは、 cisco.com で ASA 
関連のク イ ッ ク  スター ト  ガイ ドの一覧を参照して ください。
http://www.cisco.com/c/en/us/support/security/asa-5500-series-next-generation-firewalls/products-inst
allation-guides-list.html

ASA 5545-X および ASA 5555-X でド ラ イブを交換した場合は、 ASA は RAID 1 コンフ ィギュ
レーシ ョ ン となるため SSD のデータが再構築されます。
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